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山梨県神社庁報

第
一
部
　
神
宮
大
麻
暦
頒
布
始
祭

（
午
後
一
時
開
始
）

一
、
諸
員
著
席

一
、
斎
主
以
下
祭
員
著
席

一
、
修
祓
（
一
同
起
立
低
頭
）

一
、
斎
主
一
拝
（
諸
員
之
に
倣
う
）

一
、
献
饌
（
此
の
間
奏
楽
）

一
、
祝
詞
奏
上
（
一
同
起
立
低
頭
）

一
、
浦
安
の
舞
奉
奏
　
　
　
　
　
　

一
、
玉
串
奉
奠

一
、
撤
饌
（
此
の
間
奏
楽
）

一
、
斎
主
一
拝
（
諸
員
之
に
倣
う
）

一
、
神
宮
大
麻
並
暦
授
与

一
、
斎
主
以
下
祭
員
退
下

講
話
「
式
年
遷
宮
に
つ
い
て
」

「
遷
御
の
儀
」
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
　

第
二
部
　
神
社
関
係
者
大
会

次
　
　
第

一
、
開
式
の
辞

一
、
神
宮
遙
拝

一
、
国
歌
斉
唱

一
、
敬
神
生
活
の
綱
領
唱
和

一
、
物
故
者
の
霊
に
黙
祷

一
、
庁
長
式
辞

一
、
総
代
会
長
式
辞

一
、
神
社
庁
並
総
代
会
庁
務
報
告

一
、
神
社
功
績
者
表
彰

一
、
神
社
本
庁
規
程
表
彰
者
伝
達

一
、
全
国
神
社
総
代
会
表
彰
者
伝
達

一
、
大
麻
頒
布
優
良
奉
仕
者
表
彰
状
伝
達

一
、
長
寿
の
祝
い
記
念
品
贈
呈

一
、
祝
　
辞
　

神
社
本
庁
統
理

神
宮
大
宮
司
　
他

一
、
被
表
彰
者
謝
辞
　
　
　
　

一
、
萬
歳
奉
唱

一
、
閉
式
の
辞

第
三
部
　
清
　
興

平
成
二
十
五
年
度

神
社
関
係
者
大
会
次
第
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本
年
は
、
例
年
六
月
に
開
催
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
総
代
会
大
会
と
一
本

化
し
本
日
茲
に
神
職
、
総
代
を
始
め

県
下
の
氏
子
、
崇
敬
者
各
位
に
ご
参

列
い
た
だ
き
、
平
成
二
十
五
年
山
梨

県
神
社
関
係
者
大
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
処
、
神
社
本
庁
統
理
殿
、
神

宮
大
宮
司
殿
を
始
め
多
数
の
御
来
賓

の
ご
臨
席
を
頂
き
篤
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

ご
参
集
頂
き
ま
し
た
関
係
者
各
位

に
は
、
斯
界
の
為
に
ご
尽
力
賜
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
又
神
宮
式
年
遷

宮
の
奉
賛
活
動
に
は
ご
理
解
、
ご
協
力

賜
り
、
神
宮
当
局
よ
り
お
示
し
下
さ

っ
た
目
標
額
を
上
回
る
実
績
が
成
し

遂
げ
ら
れ
た
の
は
関
係
各
位
の
お
力

添
え
と
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
の
役
員
改
選
に
当
た
り
、
浅

学
非
才
の
私
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

四
月
よ
り
庁
長
の
重
責
を
担
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
諸
先
輩
が
築
か
れ

て
ま
い
り
ま
し
た
斯
界
の
為
に
、
一

意
専
心
の
心
で
奉
仕
す
る
覚
悟
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
何
卒
お
力
添
え
賜
り

た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

皇
室
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、

天
機
い
よ
い
よ
麗
し
く
国
民
の
末
々

に
至
る
ま
で
、
御
心
を
つ
か
わ
さ
ら

れ
て
お
ら
れ
ま
す
こ
と
は
洵
に
畏
い

極
み
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
再
三

に
渡
り
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
を

お
見
舞
い
に
な
り
、
被
災
者
を
お
慰

め
し
、
関
係
者
を
ね
ぎ
ら
わ
れ
ま
し

た
。
私
達
は
こ
の
大
御
心
に
応
え
、

皇
室
の
弥
栄
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
又
神
社
興
隆
と
斯
界
の
発
展
に

決
意
を
新
た
に
い
た
す
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

神
宮
に
あ
り
ま
し
て
は
、
極
め
て

重
い
重
儀
で
あ
り
ま
す
遷
御
の
儀
が

十
月
二
日
内
宮
、
五
日
外
宮
に
お
か

れ
ま
し
て
浄
暗
の
中
厳
粛
に
斎
行
さ

れ
ま
し
た
。
本
宗
と
仰
ぐ
神
宮
が
、

新
た
な
息
吹
の
蘇
り
と
し
て
、
そ
の

姿
を
現
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。「
心

の
よ
り
ど
こ
ろ
」
と
し
て
ご
神
威
高

揚
さ
れ
た
こ
と
は
、
御
同
慶
の
至
り

と
存
じ
ま
す
。

又
大
麻
頒
布
始
祭
も
斎
行
さ
れ
、

全
国
神
社
庁
に
授
け
ら
れ
ま
し
た
。

山
梨
県
に
於
い
て
も
頒
布
始
祭
が
先

程
挙
行
さ
れ
各
支
部
に
頒
た
れ
ま
し

た
。
本
年
は
式
年
遷
宮
の
慶
事
の
御

年
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
各
神
社
に

お
き
ま
し
て
も
増
体
運
動
に
一
段
の

ご
努
力
を
懇
情
申
し
上
げ
ま
す
。

山
梨
県
に
あ
り
ま
し
て
は
、
富
士

 

敬
神
生
活
の
綱
領 

 
　
神
道
は
天
地
悠
久
の
大
道
で

あ
っ
て
、
崇
高
な
る
精
神
を
培

ひ
、
太
平
を
開
く
の
基
で
あ
る
。 

　
神
慮
を
畏
み
祖
訓
を
つ
ぎ
、

い
よ
い
よ
道
の
精
華
を
発
揮
し
、

人
類
の
福
祉
を
増
進
す
る
は
、

使
命
を
達
成
す
る
所
以
で
あ
る
。 

　
こ
こ
に
こ
の
綱
領
を
か
か
げ

て
向
う
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
し
、

実
践
に
つ
と
め
て
以
て
大
道
を

宣
揚
す
る
こ
と
を
期
す
る
。 

 

一
、
神
の
恵
み
と
祖
先
の
恩

と
に
感
謝
し
、
明
き
清

き
ま
こ
と
を
以
て
祭
祀

に
い
そ
し
む
こ
と 

 

一
、
世
の
た
め
人
の
た
め
に

奉
仕
し
、
神
の
み
こ
と

も
ち
と
し
て
世
を
つ
く

り
固
め
成
す
こ
と 

 

一
、
大
御
心
を
い
た
だ
き
て

む
つ
び
和
ら
ぎ
、
国
の

隆
昌
と
世
界
の
共
存
共

栄
と
を
祈
る
こ
と 

根

津

泰

昇

庁
長

式
　
　
　
辞

山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま

し
た
。
富
士
山
を
始
め
登
録
さ
れ
た

諸
施
設
は
、
信
仰
の
源
泉
で
あ
り
、

芸
術
の
源
で
あ
る
こ
と
が
そ
の
理
由

と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
信
仰
の
源
が

山
梨
か
ら
世
界
に
発
進
で
き
る
こ
と

は
、
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

我
が
神
の
国
日
本
に
あ
り
ま
し
て

は
、
式
年
遷
宮
の
佳
節
の
年
に
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
も
決
定
い
た
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
多
く
の
外
国
人

が
訪
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
機
に
神
社

関
係
者
が
一
丸
と
な
り
「
日
本
人
の

心
」
を
啓
発
し
た
い
も
の
で
す
。

日
本
人
の
心
は
清
ら
か
で
美
し

く
、
親
切
で
心
豊
か
で
他
人
に
も
自

分
の
こ
と
の
よ
う
に
一
生
懸
命
に
な

れ
る
心
、
お
お
ら
か
で
真
面
目
で
希

望
に
満
ち
て
明
る
か
っ
た
日
本
人
の

心
。
こ
ん
な
日
本
人
の
心
に
戻
る
た

め
に
道
徳
教
育
、
教
育
勅
語
の
精
神

を
広
め
る
こ
と
が
大
切
だ
と
存
じ
ま

す
。
日
本
人
の
心
を
取
り
も
ど
す
に

は
神
道
精
神
を
神
社
の
杜
か
ら
発
信

す
る
事
が
一
番
だ
と
確
信
し
て
お
り

ま
す
。
国
旗
掲
揚
推
進
運
動
も
そ
の

一
環
で
あ
り
ま
す
。
日
本
人
の
心
を

と
り
戻
す
た
め
に
お
力
添
え
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
本
日
表
彰

の
栄
に
浴
さ
れ
た
方
々
は
常
日
頃
神

明
奉
仕
に
携
わ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら

れ
た
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
衷
心
よ

り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
今

後
の
ご
活
躍
、
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
式
辞
と
い
た
し
ま
す
。
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山
な
み
の
紅
葉
も
日
毎
に
そ
の
色

を
増
す
今
日
こ
の
頃
、
こ
ゝ
に
平
成

二
十
五
年
度
山
梨
県
神
社
関
係
者
大

会
が
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
公
務

ご
多
用
の
な
か
、
横
内
山
梨
県
知
事
、

宮
島
甲
府
市
長
、
上
原
甲
府
商
工
会

議
所
会
頭
は
じ
め
国
会
議
員
、
県
議

会
議
員
の
先
生
方
な
ら
び
関
係
団
体

代
表
、
県
下
神
社
関
係
者
の
多
数
の

ご
参
会
を
得
て
盛
会
裡
に
開
催
で
き

ま
す
こ
と
は
、
こ
の
上
な
い
喜
び
で

ご
座
居
ま
す
。

本
年
は
第
六
十
二
回
神
宮
式
年
遷

宮
の
儀
が
催
さ
れ
、
日
本
人
と
し
て

歴
史
、
伝
統
、
思
想
、
文
化
を
見
つ

め
る
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
我
々
は

先
人
が
遺
し
伝
へ
た
鎮
守
の
杜
、
神

社
を
中
心
と
し
た
文
化
、
伝
統
、
地

域
の
絆
の
謚
を
次
代
に
継
承
す
る
こ

と
の
役
目
を
確
認
す
る
た
め
に
も
意

義
あ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
な
ほ
遷

宮
こ
の
事
業
に
際
し
て
は
多
く
の
関

係
者
よ
り
多
額
な
ご
奉
賛
を
賜
り
、

役
割
を
果
た
す
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
有
難
う
ご
座
居
ま
し
た
。

さ
て
本
年
は
政
権
も
か
わ
り
世
の

な
か
も
大
き
く
変
化
を
し
よ
う
と
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
な
か
の
一
つ
に

教
育
問
題
が
あ
り
ま
す
。
国
家
観
な

き
戦
後
教
育
、
六
十
年
と
い
う
空
白

が
あ
り
近
年
少
々
見
直
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
大
切
な
の
は
正
し
い
歴
史

観
の
確
立
で
あ
り
、
教
育
は
国
民
性

を
創
る
基
礎
で
あ
る
と
思
ま
す
。
合

せ
て
家
庭
教
育
、
先
ず
は
躾
こ
そ
そ

の
人
の
生
涯
を
左
右
す
る
品
格
に
も

な
ろ
う
と
思
は
れ
る
。
昔
か
ら
親
を

見
れ
ば
子
が
判
り
、
子
を
見
れ
ば
親

が
判
る
と
お
年
寄
り
の
言
い
伝
え
が

あ
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
一
昨
年
の
三

月
十
一
日
の
東
北
大
震
災
の
折
の
日

本
人
の
行
動
に
は
多
く
の
外
国
人
は

驚
い
た
。
海
外
よ
り
数
多
く
マ
ス
コ

ミ
関
係
者
が
現
地
を
訪
れ
、
発
信
し

新
ら
た
め
て
日
本
人
の
本
当
の
姿
を

観
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
我
が
国
二

千
六
百
有
余
年
の
良
き
伝
統
。
地
域

社
会
の
一
体
感
、
自
然
を
守
り
、
神

を
敬
い
、
先
祖
と
両
親
に
感
謝
し
、

週
囲
へ
の
思
い
や
り
心
。
私
は
思
う

こ
れ
総
て
日
頃
の
生
活
の
な
か
ら
培

わ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
考
え
ま
す
。

さ
て
、
話
は
少
々
か
わ
り
ま
す
。

軛
平
和
ボ
ケ
し
て
居
る
日
本
人
軣

と
蔑
す
ま
さ
れ
て
い
る
日
本
、
他
国

の
学
者
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

も
れ
聞
い
た
話
で
す
が
ロ
ッ
テ
の
ス

テ
イ
ブ
ン
監
督
が
帰
国
の
際
日
本
を

去
る
空
港
の
記
者
会
見
で
軛
日
本
人

は
素
晴
ら
し
く
、
住
み
良
い
、
国
だ

が
、
こ
の
日
本
に
は
国
を
守
る
人
は

誰
も
い
な
い
軣
と
語
り
去
っ
た
そ
う

で
す
。
そ
の
場
に
居
た
記
者
の
誰
一

人
言
葉
を
発
す
る
者
が
居
な
か
っ
た

そ
う
で
す
。

今
年
の
運
動
方
針
の
一
に
、
国
旗

掲
揚
を
推
め
よ
う
と
決
め
ま
し
た
。

先
ず
は
日
の
丸
は
い
つ
頃
か
ら
あ
る

の
か
平
安
時
代
末
期
の
源
平
の
合
戦

の
こ
ろ
か
ら
扇
や
旗
の
デ
ザ
イ
ン
と

し
て
登
場
し
、
時
代
が
進
み
他
国
と

の
貿
易
の
際
、
朱
印
船
な
ど
の
軛
般

印
軣
と
し
て
使
わ
れ
、
こ
の
頃
か
ら

今
日
の
船
籍
を
示
す
軛
国
旗
軣
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
は
じ
め
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
軛
日
の
丸
軣
が
般
印
、

国
標
と
し
て
定
め
ら
れ
る
は
幕
末
ペ

リ
ー
の
黒
船
が
来
航
し
た
直
後
の
安

政
年
間
で
、
こ
れ
を
維
新
政
府
も
引

継
ぎ
、
明
治
三
年
一
月
二
十
七
日

軛日
の
丸軣
を
国
旗
と
し
て
布
告
し
た
。

わ
が
国
で
は
そ
れ
ま
で
慣
習
法
で

あ
っ
た
も
の
を
平
成
十
一
年
に
軛
国

旗
及
び
国
歌
に
関
す
る
法
律
軣
と
し

て
国
旗
は
日
章
旗
、
国
歌
は
君
が
代

と
明
文
規
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
は

先
ず
神
職
、
総
代
、
神
社
は
掲
揚
す

る
こ
と
と
決
め
て
、
各
地
域
の
幼
稚

園
、
学
校
、
企
業
に
展
開
す
る
。
合

せ
て
諸
団
体
の
機
関
誌
に
掲
載
を
依

頼
す
る
。
願
ん
ば
国
政
、
県
政
志
す

先
生
方
に
も
力
強
く
第
一
歩
を
踏
み

だ
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
来
年
の
大

会
に
は
皆
さ
ん
共
に
こ
の
国
旗
の
掲

揚
数
が
多
く
な
っ
た
こ
と
を
喜
び
あ

い
度
い
と
願
い
、
挨
拶
と
し
ま
す
。

中

込

豊

秋

山
梨
県
神
社
総
代
会

式
　
　
　
辞

会
長

甲
府
市
愛
宕
神
社
例
祭

大
嶽
山
那
賀
都
神
社
紅
葉
薪
祭

弓
削
神
社
例
大
祭
　
市
川
大
門
町

一
宮
浅
間
神
社
例
祭

富
士
川
町

青
柳
諏
訪
神
社
例
大
祭
　
北
杜
市

高
根
町
舟
形
神
社
秋
例
祭
（
新
嘗

祭
）

甲
府
市
下
帯
那
諏
訪
神
社
新
穀
感

謝
祭

甲
府
市
高
畑
住
吉
神
社
例
大
祭

南
ア
ル
プ
ス
市
高
尾
穂
見
神
社
例

大
祭
・
新
穀
感
謝
祭（
〜
二
三
日
）

甲
府
恵
比
寿
神
社
え
び
す
講
祭

玉
諸
神
社
新
嘗
祭
　
酒
折
宮
新
嘗

祭
　
甲
州
市
勝
沼
古
宮
太
神
社
秋

季
例
大
祭

明
野
町
上
手
宇
波
刀

神
社
新
嘗
祭
　
韮
崎
市
穴
山
町
諏

訪
神
社
新
嘗
祭
　
韮
崎
市
穴
山
町

穂
見
神
社
新
嘗
祭
　
北
杜
市
高
根

町
熱
那
神
社
新
嘗
祭
　
都
留
市
生

出
神
社
新
嘗
祭
　
富
士
吉
田
市
上

暮
地
神
明
社
新
嘗
祭
　

新
倉
富
士
浅
間
神
社
新
嘗
祭
　

大
泉
町
逸
見
神
社
新
嘗
祭

甲
斐
市
西
八
幡
八
幡
大
神
社
師
走

大
祓

八
代
町
北
熊
野
神
社
歳
旦
祭
、
鰍

沢
八
幡
神
社
元
旦
祭
、
高
根
町
長

沢
船
形
神
社
歳
旦
祭
、
韮
崎
市
穴

山
町
諏
訪
神
社
新
年
祭
、
船
津
八

王
子
神
社
歳
旦
祭
・
厄
祓
祭
、
船

津
筒
口
神
社
歳
旦
祭
・
厄
祓
祭
　

一
宮
中
尾
神
社
中
尾
道
祖
神
祭

（
〜
一
三
日
）

長
坂
町
穂
見
諏
訪
十
五
所
神
社
筒

粥
神
事
（
〜
一
五
日
）

都
留
市
石
船
神
社
初
祭

新
屋
山
神
社
正
月
例
祭

11
・
１

11
・
３

11
・
10

11
・
15

11
・
22

11
・
23

11
・
28

12
・
31

１
・
１

１
・
12

１
・
14

１
・
15

１
・
17

J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J

J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J

J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J

祭
　
典
　
日
　
程

祭
　
典
　
日
　
程 

祭
　
典
　
日
　
程 



事
　
　
業

１
、
神
宮
式
年
遷
宮
奉
賛

２
、
神
宮
大
麻
奉
斎
推
進

３
、
神
殿
三
大
祭
斎
行

４
、
神
宮
新
穀
感
謝
祭
奉
賛

５
、
靖
国
神
社
公
式
参
拝
実
現
運

動
実
施

６
、
北
方
領
土
返
還
運
動
継
続

７
、
各
種
研
修

イ
、
現
任
神
職
研
修
会

ロ
、
総
代
研
修
会

ハ
、
雅
楽
研
修
会

ニ
、
関
東
地
区
中
堅
神
職
研
修
会

ホ
、
女
子
神
職
研
修
会

ヘ
、
浦
安
の
舞
研
修
会

ト
、
初
任
神
職
研
修
会

８
、
一
都
七
県
神
社
庁
連
合
会
諸
会
議

９
、
国
旗
掲
揚
運
動
推
進

10
、
金
品
寄
付
者
顕
彰

11
、
神
政
連
活
動
に
協
力

12
、
神
社
奉
護
運
動
推
進

13
、
日
本
会
議
活
動
に
協
力

14
、
郷
土
暦
編
纂
配
布

15
、
庁
報
「
か
ひ
が
ね
」
年
四
回
発
行

神
社
本
庁
統
理
の
承
認
を
申

請
し
た
神
社

甲
府

元
宮
住
吉
神
社

枯
損
木
伐
採

稲
積
神
社

主
要
建
物
新
築

甲
斐
奈
神
社

境
内
地
模
様
替

東
山
梨

大
石
神
社

財
産
処
分

白
鬚
神
社

財
産
処
分

峡
中

八
幡
神
社

枯
損
木
伐
採

天
神
社

枯
損
木
伐
採

峡
北

諏
訪
神
社

枯
損
木
伐
採

八
幡
神
社

財
産
処
分

柳
原
神
社

境
内
地
模
様
替

松
原
諏
訪
神
社

主
要
建
物
模
様
替

南
都
留

北
口
本
宮
冨
士
浅
間
神
社

規
則
変
更

北
口
本
宮
冨
士
浅
間
神
社

財
産
処
分

貴
船
神
社

主
要
建
物
改
築

北
都
留

福
地
八
幡
神
社

枯
損
木
伐
採

神
社
本
庁
規
程
表
彰

諏
訪
神
社
宮
司

齋
藤
　
　
實

逸
見
神
社
宮
司

森
越
　
義
建

木
宮
神
社
役
員

堀
内
　
邦
満

神
社
庁
規
程
表
彰

酒
折
宮
宮
司

飯
田
　
直
樹

表
門
神
社
宮
司

市
川
　
行
治

穂
見
神
社
宮
司

貝
瀬
　
精
明

小
室
浅
間
神
社
宮
司
宮
下
　
荘
一

北
口
本
宮
冨
士
浅
間
神
社
権
禰
宜

小
佐
野
文
男

神
宮
大
麻
頒
布
優
良
者
表
彰

優
秀
支
部
　

甲
府
支
部

峡
中
支
部

特
別
表
彰
頒
布
優
良
奉
仕
者

穴
切
大
神
社
宮
司

秋
山
　
忠
也

頒
布
優
良
奉
仕
者
（
神
職
）

稲
積
神
社
宮
司

根
津
　
泰
昇

愛
宕
神
社
宮
司

小
山
　
利
行

御
崎
神
社
宮
司

上
條
　
　
晃

甲
斐
奈
神
社
宮
司

高
原
　
玄
承

浅
間
神
社
権
禰
宜

植
松
　
真
芳

神
明
神
社
宮
司

志
村
　
幹
人

頒
布
優
良
奉
仕
者
（
総
代
）

弓
削
神
社
総
代

有
泉
　
一
征

長
塚
神
社
総
代

渡
辺
　
秀
一

全
国
神
社
総
代
会
規
程
表
彰

玉
諸
神
社
役
員

中
込
　
豊
秋

北
口
本
宮
冨
士
浅
間
神
社
役
員

佐
々
木
三
郎

山
梨
県
神
社
総
代
会
規
程
表
彰

玉
諸
神
社
責
任
役
員

米
山
米
太
郎

元
宮
住
吉
神
社
常
任
総
代

加
賀
美
　
仁

元
宮
住
吉
神
社
副
会
長

秋
山
　
憲
彦

古
八
幡
神
社
責
任
役
員

高
山
　
　
巖

金
山
神
社
総
代

石
水
　
勤
吾

天
神
社
総
代

日
本
　
勝
也

八
幡
神
社
総
代

宮
澤
　
　
靖

一
實
神
社
総
代

鶴
田
　
逸
男

文
珠
神
社
総
代

依
田
　
兵
三

三
社
諏
訪
神
社
総
代

古
屋
　
民
夫

三
社
諏
訪
神
社
総
代

江
原
　
辰
男

恵
比
寿
神
社
世
話
人

雨
宮
　
輝
彦

恵
比
寿
神
社
世
話
人

佐
久
間
　
啓

八
幡
神
社
奉
賛
会
会
長

長
田
　
辰
男

鈴
宮
諏
訪
神
社
総
代
会
長

藤
村
　
千
歳

稲
積
神
社
崇
敬
青
年
会

五
味
　
隆
彦

稲
積
神
社
崇
敬
青
年
会

志
村
　
礼
二

稲
積
神
社
崇
敬
青
年
会

滝
沢
　
参
三

稲
積
神
社
い
な
ほ
会
会
計

橘
田
　
久
志

三
島
神
社
総
代
会
長

東
福
寺
正
一

八
幡
社
責
任
役
員

小
池
　
喜
平

浅
間
神
社
総
代
長

高
取
　
国
勝

浅
間
神
社
副
総
代
長

深
澤
　
　
仁

浅
間
神
社
責
任
総
代

茗
ヶ
原
一
正

浅
間
神
社
総
代

宮
川
　
照
雄

浅
間
神
社
総
代

茅
野
　
昭
勇

浅
間
神
社
総
代

小
野
　
　
勇

神
明
神
社
総
代

内
藤
　
周
夫

神
明
神
社
総
代

相
良
　
治
彦

神
明
神
社
総
代

数
野
征
四
郎

熊
野
神
社
総
代

古
屋
　
光
徳

熊
野
神
社
総
代

峰
岸
　
悦
郎

五
社
神
社
総
代

岡
部
　
　
仁

五
社
神
社
総
代

市
村
　
亀
造

伊
勢
社
責
任
総
代

須
玉
　
幸
蔵

神
部
神
社
前
総
代
長

大
久
保
　
洸

中
尾
神
社
責
任
役
員

古
屋
　
昭
一

八
幡
神
社
総
代

滝
田
　
文
明

八
幡
神
社
総
代

三
井
　
　
康

八
幡
神
社
総
代

齋
藤
弘
一
郎

諏
訪
神
社
崇
敬
者

上
田
　
公
任

諏
訪
神
社
崇
敬
者

藤
川
　
恒
幸

若
一
王
子
社
崇
敬
者

吉
岡
　
幸
男

犬
嶋
神
社
責
任
役
員

落
合
　
照
雄

諏
訪
春
日
神
社
責
任
役
員

佐
藤
　
安
孝

諏
訪
神
社
責
任
役
員

畑
野
　
耕
三

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K

庁
　
務
　
報
　
告

庁
　
務
　
報
　
告

牛
倉
神
社
責
任
役
員

坂
本
　

一

八
幡
神
社
崇
敬
団
体

初
狩
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

【
新
任
神
職
】

山
縣
神
社
禰
宜

塚
川
　
宣
和

八
幡
神
社
禰
宜
　
佐
々
木
高
比
古

【
昇
任
神
職
】

天
神
社
宮
司

渡
邊
　
英
明

浅
間
神
社
宮
司

安
田
　
洋
人

山
梨
縣
護
國
神
社
禰
宜羽

中
田
康
司

天
神
社
禰
宜

吉
川
　
　
薫

冨
士
山
小
御
獄
神
社
禰
宜

小
佐
野
正
崇

【
本
務
替
神
職
】

巨
摩
八
幡
宮
宮
司

齋
藤
　
　
雄

浅
間
神
社
宮
司

安
田
　
洋
人

冨
士
山
小
御
獄
神
社
禰
宜小佐

野
正
崇

琴
平
社
宮
司

渡
邊
平
一
郎

市
杵
島
神
社
宮
司

加
越
紀
念
男

大
神
社
権
禰
宜

兼
松
　
　
昇

【
帰
幽
神
職
】

巨
摩
八
幡
宮
宮
司

齋
藤
　
　
脩

若
宮
八
幡
宮
名
誉
宮
司藤

原
　
茂
男

天
津
司
神
社
宮
司

菅
沼
　
　
公

天
神
社
宮
司

渡
邊
　
　
明

諏
訪
大
神
社
宮
司

依
田
　
長
典

弓
削
神
社
宮
司

青
嶋
　
貞
昭

【
退
職
神
職
】

武
田
神
社
権
禰
宜

志
村
　
修
司

【
免
職
神
職
】

小
室
浅
間
神
社
宮
司

佐
藤
　
　
勉
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平
成
二
四
年

一
〇
・
　
一

一
〇
・
　
五

一
〇
・
二
二

一
〇
・
二
七

一
〇
・
二
八

一
〇
・
三
〇

一
〇
・
三
〇

一
〇
・
三
〇

一
〇
・
三
〇

一
一
・
　
一

一
一
・
　
五

一
一
・
一
四

一
一
・
一
九

〜
二
〇

一
二
・
　
一

平
成
二
五
年

一
・
　
一

一
・
二
〇

神
殿
月
次
祭
斎
行

山
梨
縣
護
國
神
社
例

祭
献
幣
使
参
向

神
宮
大
麻
暦
頒
布
始

祭
斎
行

東
八
代
支
部
神
宮
大

麻
暦
頒
布
始
祭
斎
行

東
山
梨
支
部
神
宮
大

麻
暦
頒
布
始
祭
斎
行

甲
府
支
部
神
宮
大
麻

暦
頒
布
始
祭
斎
行

峡
中
支
部
神
宮
大
麻

暦
頒
布
始
祭
斎
行

南
都
留
支
部
支
部
神

宮
大
麻
暦
頒
布
始
祭

斎
行

北
都
留
支
部
支
部
神

宮
大
麻
暦
頒
布
始
祭

斎
行

神
殿
月
次
祭
斎
行

峡
北
支
部
神
宮
大
麻

暦
頒
布
始
祭
斎
行

神
殿
新
嘗
祭
斎
行

神
宮
新
穀
感
謝
祭
参

拝
旅
行

神
殿
月
次
祭
斎
行

神
殿
歳
旦
祭
斎
行

神
宮
初
ま
い
り

〜
二
二

一
・
二
四

二
・
　
一

二
・
　
八

二
・
一
一

三
・
　
一

三
・
　
五

四
・
　
一

四
・
　
五

四
・
一
二

四
・
二
二

四
・
二
五

五
・
　
一

五
・
　
三

五
・
　
五

五
・
一
〇

六
・
　
一

七
・
　
一

八
・
　
一

八
・
　
九

〜
一
〇

八
・
一
五

神
殿
例
祭
斎
行

神
殿
月
次
祭
斎
行

神
殿
祈
年
祭
斎
行

山
梨
縣
護
國
神
社
紀

元
祭
参
列

神
殿
月
次
祭
斎
行

神
宮
大
麻
頒
布
修
了

祭
参
列

神
殿
月
次
祭
斎
行

山
梨
縣
護
國
神
社
例

祭
参
列

武
田
神
社
例
祭
献
幣

使
参
向

役
員
就
任
奉
告
祭

河
口
浅
間
神
社
例
祭

献
幣
使
参
向

神
殿
月
次
祭
斎
行

稲
積
神
社
例
祭
参
列

北
口
本
宮
冨
士
浅
間

神
社
例
祭
献
幣
使
参

向出
雲
大
社
遷
座
祭
参

列神
殿
月
次
祭
斎
行

神
殿
月
次
祭
斎
行

神
殿
月
次
祭
斎
行

お
白
石
持
行
事
参
加

旅
行
（
第
一
団
・
南

都
留
）

山
梨
縣
護
國
神
社
み

八
・
一
七

〜
一
八

八
・
二
六

八
・
二
九

〜
三
一

九
・
　
一

九
・
　
六

九
・
　
八

九
・
一
九

九
・
二
三

九
・
二
八

一
〇
・
　
二

一
〇
・
　
五

平
成
二
四
年

一
〇
・
　
三

一
〇
・
　
六

一
〇
・
一
〇

一
〇
・
一
〇

一
〇
・
一
六

一
〇
・
一
八

た
ま
祭
参
列

お
白
石
持
行
事
参
加

旅
行
（
第
二
団
）

北
口
本
宮
冨
士
浅
間

神
社
（
吉
田
の
火
祭

り
）
参
列

お
白
石
持
行
事
参
加

旅
行
（
武
田
）

神
殿
月
次
祭
斎
行

神
宮
大
麻
暦
頒
布
始

祭
参
列

牛
倉
神
社
例
祭
献
幣

使
参
向

小
室
浅
間
神
社
流
鏑

馬
祭
参
列

山
縣
神
社
例
祭
献
幣

使
参
向

峡
南
支
部
神
宮
大
麻

暦
頒
布
始
祭
斎
行

皇
大
神
宮
遷
御
の
儀

奉
拝

豊
受
大
神
宮
遷
御
の

儀
奉
拝

神
政
連
県
本
部
役
員

会天
皇
皇
后
両
陛
下
ご

来
県
に
際
し
御
奉
迎

御
奉
送

神
社
本
庁
評
議
員
会

庁
報
委
員
会

役
員
会

一
都
七
県
教
化
担
当

〜
一
九

一
〇
・
二
二

一
一
・
　
六

一
一
・
　
八

〜
九

一
一
・
一
二

一
一
・
一
四

一
一
・
一
九

〜
二
〇

一
一
・
二
六

一
一
・
二
八

一
一
・
二
九

一
二
・
　
三

一
二
・
　
三

一
二
・
　
四

一
二
・
　
六

一
二
・
　
七

一
二
・
一
〇

一
二
・
一
四

一
二
・
一
六

者
会（
湯
西
川
温
泉
）

山
梨
県
神
社
関
係
者

大
会
（
山
梨
県
民
文

化
ホ
ー
ル
）

一
都
七
県
神
社
庁
長

会
（
明
治
記
念
館
）

全
国
教
化
会
議
（
本

庁
）

庁
報
委
員
会

役
員
会

神
宮
新
穀
感
謝
祭
参

拝
旅
行

群
馬
・
奥
澤
庁
長
特

級
を
祝
う
会
（
水
上

温
泉
）

神
政
連
臨
時
代
議
員

会
・
選
挙
対
策
研
修

会日
本
会
議
県
本
部
役

員
会

衆
議
院
議
員
総
選
挙

候
補
者
事
務
所
回
り

新
穀
感
謝
祭
、
農
事

功
労
賞
表
彰

甲
府
支
部
納
会

庁
報
委
員
会
、
教
化

委
員
会

峡
北
支
部
神
職
総
代

年
末
合
同
会
議

神
社
庁
顧
問
・
参
与

会役
員
会
、
身
分
選
考

委
員
会

第
四
十
六
回
衆
議
院

議
員
総
選
挙

一
二
・
一
八

一
二
・
二
一

平
成
二
五
年

一
・
一
〇

一
・
一
一

一
・
一
六

一
・
一
八

一
・
二
〇

〜
二
二

一
・
二
四

一
・
二
八

一
・
二
八

一
・
二
八

二
・
　
六

二
・
　
七

二
・
　
七

二
・
　
八

二
・
二
一

〜
二
二

二
・
二
四

役
員
納
会

庁
報
委
員
会

甲
府
支
部
初
会(

稲

積
神
社
）、
南
都
留

支
部
初
会（
お
お
や
）

中
小
企
業
団
体
新
春

交
流
会
（
ア
ピ
オ
甲

府
）

役
員
会
、
役
員
初
会

東
八
代
支
部
初
会

神
宮
初
ま
い
り

神
職
合
同
初
会

不
活
動
法
人
対
策
会

議峡
中
支
部
初
会
（
平

見
城
）、
峡
北
支
部

初
会（
清
水
屋
旅
館
）

不
活
動
法
人
対
策
会

議
（
東
京
）

神
政
連
県
本
部
役
員

会
、
教
化
委
員
会

北
方
領
土
返
還
要
求

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
甲
府
駅
頭
）

北
方
領
土
返
還
要
求

運
動
全
国
大
会
（
九

段
会
館
）

役
員
会
、
教
化
講
演

会一
都
七
県
神
社
庁
連

合
会
総
会
（
鬼
怒
川

温
泉
あ
さ
や
）

東
山
梨
・
東
八
代
支

q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q

q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q

q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q

q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q

庁
　
務
　
日
　
誌
　
抄

庁
　
務
　
日
　
誌
　
抄

祭
　
儀
　
関
　
係
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神
社
本
庁
・
神
社
庁
・
神
政
連
・
総
代
会



神
政
連
県
本
部
役
員

会
、
日
本
会
議
県
本

部
三
役
会

神
政
連
代
議
員
会
、

総
代
会
評
議
員
会

日
本
会
議
県
本
部
総

会
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

来
県
、
国
旗
掲
揚
推

進
委
員
会

東
山
梨
支
部
総
会

（
山
梨
市
民
会
館
）

神
宮
大
麻
頒
布
推
進

会
議
（
神
宮
）

神
社
庁
長
会
、「
皇

室
」
普
及
委
員
会
、

神
宮
崇
敬
会
事
務
局

長
会
議

全
国
神
社
総
代
会
大

会
（
愛
媛
県
）

神
政
連
県
本
部
役
員

会
、
庁
報
委
員
会

国
旗
掲
揚
推
進
委
員

会庁
規
則
・
内
規
検
討

委
員
会
、
表
彰
委
員

会
、
人
事
委
員
会
、

役
員
会

衣
紋
研
修
会

二
・
二
七

三
・
　
五

三
・
　
六

〜
七

三
・
　
六

三
・
一
一

三
・
一
三

〜
一
四

三
・
一
六

三
・
一
八

三
・
一
九

三
・
二
一

〜
二
七

三
・
二
二

三
・
二
七

三
・
二
八

〜
二
九

三
・
二
九

四
・
　
一

四
・
　
三

四
・
　
七

四
・
　
九

四
・
一
〇

四
・
一
一

四
・
一
六

〜
一
七

四
・
一
七

〜
一
八

四
・
一
八

四
・
一
九

四
・
二
二

四
・
二
六

五
・
一
三

五
・
一
六

五
・
一
七

五
・
一
八

五
・
二
〇

〜
二
五

五
・
二
七

五
・
二
八

五
・
二
九

五
・
三
一

六
・
　
二

六
・
　
三

六
・
　
三

六
・
　
五

六
・
　
六

〜
七

六
・
一
一

六
・
一
二

六
・
一
三

〜
一
四

六
・
二
〇

六
・
二
四

六
・
二
六

六
・
二
七

六
・
二
八

七
・
　
一

部
研
修
会

甲
府
支
部
総
会
（
ベ

ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
甲

府
）

神
宮
大
麻
頒
布
春
季

推
進
会
議
、
遷
宮
奉

賛
会
事
務
担
当
者
会

議
（
神
宮
）

神
政
連
時
局
対
策
連

絡
会
議

庁
報
委
員
会

甲
府
支
部
研
修
会

神
政
連
一
都
七
県
本

部
長
・
幹
事
長
・
事

務
局
長
会
（
箱
根
富

士
屋
ホ
テ
ル
）

峡
南
・
峡
中
・
峡
北

支
部
研
修
会

遷
宮
奉
賛
会
評
議
員

会
、
神
社
庁
長
懇
話

会
（
明
治
記
念
館
）

拝
謁
の
儀
、
神
社
庁

長
会
、「
皇
室
」
普

及
委
員
会

伊
勢
神
宮
「
式
年
遷

宮
」
パ
ネ
ル
展
（
岡

島
百
貨
店
）

役
員
会
、
臨
時
協
議

員
会
、
臨
時
代
議
員

会
、
臨
時
評
議
員
会

伊
勢
神
宮
崇
敬
会
理

事
会
（
神
宮
会
館
）、

三
役
会

一
都
七
県
神
社
庁
事

務
担
当
者
職
員
研
修

会
（
川
治
温
泉
宿
屋

伝
七
）

神
社
庁
長
事
務
引
継

庁
報
委
員
会

人
事
委
員
会
、
教
化

委
員
会

日
本
会
議
全
国
理
事

会
・
総
会

神
政
連
県
本
部
役
員

会
、
庁
報
委
員
会

辞
令
交
付
式（
本
庁
）

庁
報
委
員
会

総
代
会
幹
部
研
修
会

（
東
京
）

遷
宮
広
報
研
修
会

（
神
宮
会
館
）

番
町
政
策
研
究
所
躍

進
の
集
い
（
東
京
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
）

本
庁
評
議
員
一
都
七

県
の
会
（
明
治
記
念

館
）

役
員
会
、
歓
送
迎
会

（
古
名
屋
ホ
テ
ル
）

神
政
連
主
催
靖
國
神

社
参
拝
大
神
社
展
拝

観
研
修

清
和
政
策
研
究
会

峡
北
支
部
総
代
会
通

常
総
会

日
本
会
議
関
東
ブ
ロ

ッ
ク
会
議
、
教
化
三

役
会

東
八
代
支
部
会

神
社
本
庁
評
議
員
会

他
諸
会
議

神
政
連
時
局
対
策
研

修
会

南
都
留
・
北
都
留
支

部
研
修
会

神
政
連
県
本
部
役
員

会代
議
員
会
、
護
國
神

社
参
拝
、
人
事
委
員

会
、
役
員
会

峡
南
支
部
総
代
会

北
方
領
土
返
還
山
梨

県
民
会
議
（
ベ
ル
ク

ラ
シ
ッ
ク
甲
府
）

庁
報
委
員
会

社
会
保
険
説
明
会

神
宮
参
与
・
評
議
委

員
会

神
政
連
本
部
長
事
務

局
長
連
絡
会（
本
庁
）

神
政
連
中
央
委
員
会

（
本
庁
）、
あ
り
む
ら

治
子
決
起
大
会

神
社
庁
事
務
担
当
者

会
（
本
庁
）

予
算
委
員
会

身
分
選
考
委
員
会
、

表
彰
委
員
会
、
役
員

会豊
栄
の
舞
講
習
会

教
化
委
員
会

神
政
連
県
本
部
役
員

会皇
太
子
殿
下
御
奉
迎

（
富
士
吉
田
市
）

七
・
　
四

七
・
　
五

七
・
一
〇

〜
一
一

七
・
一
一

七
・
一
七

七
・
一
八

七
・
二
一

七
・
二
二

七
・
二
三

七
・
二
四

七
・
二
六

七
・
二
七

〜
二
八

七
・
三
〇

八
・
　
二

〜
三

八
・
　
三

〜
四

八
・
　
七

八
・
　
八

八
・
一
六

森
屋
宏
出
陣
式
（
甲

府
・
都
留
）

庁
報
委
員
会

教
化
委
員
会
宿
泊
研

修
会

庁
規
内
規
検
討
委
員

会緑
陰
子
供
会
打
ち
合

わ
せ

神
社
庁
監
査
、
遷
宮

記
念
事
業
委
員
会
、

不
活
動
対
策
研
修
会

第
二
十
三
回
参
議
院

議
員
通
常
選
挙

中
堅
神
職
研
修
開
催

式
（
明
治
神
宮
）

甲
府
支
部
合
同
総
会

北
都
留
支
部
総
代
会

定
期
総
会
（
大
月
市

民
会
館
）

峡
北
支
部
通
常
総
会

（
魚
光
会
館
）

初
任
者
神
職
研
修
会

（
一
期
）

緑
陰
子
供
会
（
穴
切

大
神
社
）

雅
楽
研
修
会
（
ニ
ュ

ー
芙
蓉
）

初
任
者
神
職
研
修
会

（
二
期
）

役
員
会
、
定
例
協
議

員
会

総
代
会
監
査
、
神
政

連
監
査

囲
碁
大
会

八
・
一
九

八
・
二
一

八
・
三
〇

八
・
三
一

九
・
　
六

九
・
　
七

九
・
一
〇

〜
一
一

九
・
一
八

九
・
二
〇

九
・
二
四

九
・
二
五
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山梨県神社庁経常費歳入歳出決算　自　平成24年７月１日　至　平成25年６月30日 

山梨県神社庁経常費歳入歳出予算　自　平成25年７月１日　至　平成26年６月30日 

款項　　科　　目 

神社本庁幣帛料 
負 担 金  
本 庁 協 賛 金  
神 社 負 担 金  
神 職 負 担 金  
特別神社寄贈金 
神宮奉賛活動推進費 
交 付 金  
神宮神徳宣揚費 
神社本庁交付金 

財 産 収 入  
神 殿 奉 納 金  
財 産 利 子  
預 金 利 子  

諸 収 入  
郷 土 暦 頒 布 費  
手数料並授与料 
雑 収 入  
特 別 納 付 金  

当 初 運 営 金  
繰 越 金  
歳 入 合 計  

 
款項　　科　　目 

幣 帛 料  
神宮神徳宣揚費 
本庁特別納付金 
支 部 交 付 金  

会 議 費  
役 員 会 費  
委 員 会 費  
関 係 者 大 会 費  
参 与 会 費  

給 料 及 諸 給 与  
給 料  
諸 給 手 当  
賞 与  
傭 人 料  
社会保険・厚生年金 
福 利 厚 生 費  

庁 費  
備 品 費  
文 房 具 費  
図 書 印 刷 費  
消 耗 品 費  

光 熱 水 費  
通 信 運 搬 費  
賄 費  
旅 費  
交 際 費  
慶 弔 費  
雑 費  
車両維持管理費費 

事 業 費  
教 化 関 係 費  
教 化 委 員 会 費  
神社振興奨励費 
地 方 研 修 所 費  
講 習 会 助 成 費  
庁 報 発 行 費  
郷 土 暦 調 整 費  
神宮奉賛活動推進費 
指定団体補助金 
神社本庁協賛金 
表 彰 費  
神 社 調 査 費  
諸 祭 寄 贈 金  
雑 費  
神社本庁負担金 
大 麻 暦 頒 布 費  
頒 布 始 祭 費  
郷土暦頒布交付金 
荷 造 発 送 費  
雑 費  
派 遣 費  
評 議 員 派 遣 費  
一都七県連合会派遣費 
神宮奉仕員派遣費 
事務担当者派遣費 
会 館 運 営 費  
神 殿 費  
借 地 費  
営 繕 費  
管 理 費  
諸 費  
資金財産造成費 
基本財産造成費 
予備資金積立金 
職員退職金積立金 
会館維持資金積立金 
分 担 金  
運営資金積立金 
次年度当初運営金 
予 備 費  
歳 出 合 計  

387,400 
22,684,300 
600,000 

11,366,300 
8,388,000 
1,930,000 
400,000 

49,069,830 
47,800,000 
1,269,830 
62,980 
55,000 
2,870 
5,110 

4,793,181 
1,936,500 
913,200 
793,481 
1,150,000 
6,000,000 
16,209,818 
99,207,509

411,600 
30,907,552 
9,577,552 
21,330,000 
3,262,064 
1,552,924 
174,465 
1,098,021 
436,654 

13,464,797 
6,902,400 
1,808,520 
2,564,184 
511,700 
1,628,373 
49,620 

4,797,861 
815,640 
18,622 
40,474 
307,113 

880,096 
490,777 
40,086 

1,156,531 
879,717 
108,500 
60,305 

0 
7,942,973 
1,534,244 
1,767,283 
200,000 
201,500 

0 
1,000,650 
970,200 
400,000 
1,220,000 
450,000 
29,013 
97,083 
73,000 

0 
4,332,900 
917,875 
80,000 
580,950 
35,925 
221,000 
991,964 
225,540 
616,414 
10,000 
140,010 
665,823 
115,452 
200,000 

0 
250,371 
100,000 
4,020,000 
10,000 
10,000 

3,000,000 
1,000,000 
700,000 
800,000 
6,000,000 

0 
79,215,409

380,000 
22,619,300 
600,000 

11,366,300 
8,323,000 
1,930,000 
400,000 

48,600,000 
47,600,000 
1,000,000 
17,000 
10,000 
3,000 
4,000 

4,161,600 
1,800,000 
800,000 
461,600 
1,100,000 
6,000,000 
19,992,100 
101,770,000

24年度決算額 
 

24年度決算額 
 

本年度予算額 
 

本年度予算額 
 450,000 

31,130,000 
10,000,000 
21,130,000 
4,120,000 
1,700,000 
220,000 
1,500,000 
700,000 

17,273,020 
7,116,000 
1,928,520 
2,668,500 
3,360,000 
2,100,000 
100,000 
8,340,000 
900,000 
50,000 
600,000 
400,000 

1,000,000 
820,000 
50,000 

2,000,000 
1,100,000 
200,000 
120,000 
1,100,000 
9,380,000 
900,000 
2,600,000 
200,000 
1,000,000 
50,000 

1,100,000 
1,000,000 
400,000 
1,220,000 
450,000 
150,000 
200,000 
100,000 
10,000 

4,400,000 
951,000 
80,000 
600,000 
50,000 
221,000 
1,210,000 
300,000 
700,000 
10,000 
200,000 
1,170,000 
200,000 
200,000 
300,000 
300,000 
170,000 
4,020,000 
10,000 
10,000 

3,000,000 
1,000,000 
500,000 
800,000 
6,000,000 
12,025,980 
101,770,000

歳　　入　　の　　部 
 

歳　　出　　の　　部 
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歳　　入　　の　　部 
款項　　科　　目 

諸 収 入  
負 担 金  
協 賛 金  
寄 付 金  
雑 収 入  

前 年 度 繰 越 金  
歳 入 合 計  

歳　　出　　の　　部 
款項　　科　　目 

諸 支 出  
備 品 費  
文 房 具 費  
図 書 印 刷 費  
通 信 運 搬 費  

消 耗 品 費  
旅 費  
手 当  
慶 弔 費  
役 員 会 費  
雑 費  
全国神社総代会代議員派遣費 
負 担 金  
事 業 費  
神社振興対策費 
講 演 会 費  
功 績 者 表 彰 費  
研 修 費  
全国総代会積立 
総 会 費  
予備資金積立金 
予 備 費  
歳 出 合 計  

24年度決算額 本年度予算額 

本年度予算額 24年度決算額 

山梨県神社庁総代会経常費歳入歳出決算　自　平成24年７月１日　至　平成25年６月30日 
山梨県神社庁総代会経常費歳入歳出予算　自　平成25年７月１日　至　平成26年６月30日 

歳　　入　　の　　部 
款項　　科　　目 

会 費  
特 別 協 賛 金  
法 人 寄 付  
個 人 寄 付  
雑 収 入  
前 年 度 繰 越 金  
歳 入 合 計  

歳　　出　　の　　部 
款項　　科　　目 

経 常 費  
人 件 費  
備 品 消 耗 費  
事 務 所 費  
政 治 活 動 費  
組 織 活 動 費  
調 査 研 究 費  
寄 付 金 交 付 金  
研 修 費  
一都七県積立金 
一都七県会議費 
そ の 他 の 経 費  
予 備 費  
歳 出 合 計  

24 年度決算額 

1,852,000 
321,000 
1,164,000 
736,000 

77 
291,488 
4,364,565 

24年度決算額 

249,965 
150,000 
34,336 
65,629 

3,804,328 
1,255,681 
141,930 
1,935,000 
346,500 

0 
92,429 
32,788 

0 
4,054,293

本年度予算額 

1,920,000 
359,000 
1,100,000 
420,000 
728 

310,272 
4,110,000 

本年度予算額 

260,000 
150,000 
30,000 
80,000 

3,810,000 
1,010,000 
200,000 
1,900,000 
400,000 
150,000 
100,000 
50,000 
40,000 

4,110,000

神政連山梨県本部歳入歳出決算  
自　平成24年７月１日　至　平成25年６月30日 

神政連山梨県本部歳入歳出予算  
自　平成25年７月１日　至　平成26年６月30日 
 

3,066,347 
1,554,600 
1,444,000 

0 
67,747 
885,874 
3,952,221

3,015,508 
1,554,600 
1,444,000 
5,000 
11,908 

2,684,492 
5,700,000

376,679 
0 

3,577 
0 

13,367 

4,725 
108,270 
120,000 
5,000 
22,030 
11,050 
88,660 
171,600 
619,450 

0 
0 

19,026 
300,424 
300,000 

0 
100,000 

0 
1,267,729

800,000 
5,000 
10,000 
5,000 
30,000 

10,000 
300,000 
120,000 
50,000 
100,000 
50,000 
120,000 
172,000 
2,700,000 
300,000 
300,000 
100,000 
700,000 
300,000 
1,000,000 
100,000 
1,928,000 
5,700,000

神
社
庁
長

◆
東
山
梨
支
部

諏
訪
神
社
　
渡
辺
松
雄
、
三
枝

實
、
武
井
史
朗
、
武
井
輝
幸
、
長

沢
英
男
、
窪
田
政
利
、
太
田
隆
二
、

石
田
　
茂
、
掛
本
　
稔

伏
木
神
社
　
功
刀
弘
雄
、
駒
田

修
、
駒
田
紀
之
、
辻
　
紀
男
、
内

田
定
男
、
三
枝
勝
利

◆
東
八
代
支
部

大
宮
神
社
　
株
式
会
社

佐
野
緑

化
土
木
佐
野
治
一
　

◆
峡
中
支
部

八
幡
神
社
　
中
川
喜
夏

笠
屋
神
社
　
藤
巻
和
子
、
高
石
石

材
店
、
川
崎
石
材
工
業
、
青
沼
久

雄
、
依
田
武
三
、
小
笠
原
区
、

桜
本
眞
由
美

若
宮
八
幡
社

加
藤
　
藤
雄

浅
間
神
社

河
村
　
幹
彦

若
宮
社

藤
巻
　
和
子

◆
峡
北
支
部

当
麻
戸
神
社
　
作
地
敏
久
、
穂
坂

敏諏
訪
神
社
　
早
川
睦
彦

六
社
神
社
　
藤
橋
二
郎
、
浅
川
孝

彦
、
中
島
寛
一

諏
訪
神
社
　
清
水
　
誠
、
清
水
文

明

◆
南
都
留
支
部

北
口
本
宮
冨
士
浅
間
神
社
　
堀
内

黎
子
、
堀
内
寛
子

冨
士
御
室
浅
間
神
社
　
在
原
慶

夫
、
在
原
千
多
夫
、
小
佐
野
建
、

倉
澤
鶴
義
、
富
士
屋
ホ
テ
ル
株
式

会
社

富
士
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
、
小

佐
野
基
政

浅
間
神
社
　
中
村
進
美
、
二
の
一

組
、
二
の
二
組

八
王
子
神
社
　
八
九
会
、
子
丑
会

◆
北
都
留
支
部

鶴
川
神
社
　
伊
藤
一
恵

惣
祖
神
社
　
水
越
貞
雄

q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q

q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q

q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q

q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q

金
品
寄
付
者
に
対
し
て
感
謝
状
贈
呈

金
品
寄
付
者
に
対
し
て
感
謝
状
贈
呈
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新
し
い
御
敷
地
に
御
造
営
さ
れ
た

内
宮
御
正
殿
の
新
宮
は
周
囲
の
緑
の

美
し
さ
に
感
嘆
す
る
ほ
ど
照
り
輝
い

て
い
た
。
二
十
年
毎
に
社
殿
を
建
て

替
え
、
神
宝
や
装
束
を
新
調
し
て
御

神
体
を
遷
す
、
第
六
十
二
回
神
宮
式

年
遷
宮
の
最
大
の
重
儀
で
あ
る
皇
大

神
宮
遷
御
の
儀
が
、
十
月
二
日
の
午

後
八
時
、
浄
闇
の
中
で
斎
行
さ
れ
、

全
国
か
ら
三
千
人
余
の
人
々
が
参
列

参
拝
し
た
。
ち
な
み
に
、
本
県
は
小

佐
野
・
佐
々
木
両
副
庁
長
以
下
十
五

名
余
が
参
列
参
拝
し
た
。

当
日
は
外
宮
の
参
拝
後
、
参
列
奉

拝
の
受
付
を
す
ま
せ
て
指
定
の
席
に

入
り
開
始
の
時
刻
を
ま
っ
た
。

午
後
六
時
、
風
も
な
く
静
ま
り
返

っ
た
内
宮
神
域
に
開
始
、
参
進
を
告

げ
る
報

が
打
ち
鳴
ら
さ
れ
、
参
道

の
電
燈
が
徐
徐
に
消
え
、
清
ら
か
で

穢
の
な
い
浄
闇
と
呼
ば
れ
る
暗
闇
に

神
域
が
包
ま
れ
た
。
や
が
て
そ
の
中

を
松
明
の
明
か
り
に
照
さ
れ
て
、
旧

正
宮
へ
向
う
勅
使
一
行
、
つ
づ
き
神

宮
祭
主
、
大
宮
司
、
少
宮
司
、
神
職

等
百
数
十
人
が
、
浄
闇
の
中
の
参
道

を
進
み
齋
庭
に
入
り
た
。
愈
々
「
遷

御
」
の
重
儀
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。

午
後
八
時
、
天
の
岩
戸
の
故
事
に

な
ら
い
た
と
伝
う
、
鶏
鳴
所
役
の
カ

ケ
コ
ー
の
三
度
の
声
が
、
か
す
か
で

は
あ
る
が
闇
を
つ
い
て
聞
え
た
。

正
宮
の
御
扉
が
開
け
ら
れ
る
と
、

神
域
の
木
々
の
ざ
わ
め
く
中
、
御
神

体
を
遷
す
神
職
の
列
が
動
き
始
た
。

暗
闇
の
中
を
松
明
の
明
か
り
に
照

さ
れ
て
、
神
宝
や
装
束
を
捧
げ
持
つ

神
職
先
頭
に
、
楽
師
等
の
奏
す
る
雅

や
か
な
道
楽
の
流
れ
る
中
を
、
白
い

絹
垣
に
囲
ま
れ
神
職
等
に
護
ら
れ
た

御
神
体
が
お
渡
り
に
な
り
、
ゆ
る
や

か
な
足
取
り
で
新
宮
へ
遷
り
行
き
、

入
御
さ
れ
お
鎮
り
に
な
ら
れ
た
。

渡
御
の
間
ざ
わ
め
い
て
お
っ
た
神

域
の
木
々
の
振
も
、
入
御
と
共
に
静

ま
り
返
っ
て
い
た
。
目
に
は
見
え
ず

ふ
れ
る
こ
と
も
で
き
な
い
け
れ
ど
、

神
の
尊
き
神
威
と
強
き
気
を
感
じ
た
。

第
六
十
二
回
神
宮
式
年
遷
宮
最
大

の
重
儀
で
あ
る
、
遷
御
の
儀
が
十
月

二
日
の
内
宮
に
続
き
、
五
日
に
下
宮

の
豊
受
大
神
宮
で
斎
行
さ
れ
た
。

山
梨
県
神
社
庁
か
ら
は
神
宮
よ
り

招
待
さ
れ
た
根
津
庁
長
他
、
十
一
名

が
全
国
神
社
、
政
財
界
関
係
者
約
二

千
名
と
共
に
特
別
奉
拝
者
と
し
て
参

列
し
た
。
当
日
、
心
配
さ
れ
た
雨
も

上
が
り
、
午
後
八
時
、
特
別
奉
拝
者

等
が
列
席
す
る
ご
正
殿
前
の
明
か
り

が
一
斉
に
消
さ
れ
た
。
遷
御
の
時
を

迎
え
る
。
神
職
が
天
の
岩
戸
の
故
事

に
ち
な
み
「
カ
ケ
ロ
ー
」
と
長
鳴
鳥

の
鳴
き
声
を
発
す
る
。
天
皇
陛
下
の

勅
使
が
「
出
御
」
と
合
図
し
、
ご
正

殿
か
ら
絹
垣
で
囲
ま
れ
た
ご
神
体
が

出
御
、
ご
神
体
を
中
心
に
皇
族
代
表

の
秋
篠
宮
様
ご
参
列
の
も
と
、
元
皇

族
の
黒
田
清
子
神
宮
臨
時
祭
主
、
鷹

司
尚
武
大
宮
司
、
ご
神
宝
を
手
に
し

た
神
職
ら
、
百
数
十
人
が
列
を
な
し

西
の
御
敷
地
、
新
正
殿
へ
、
松
明
と
、

提
灯
の
明
か
り
を
た
よ
り
に
約
三
百

メ
ー
ト
ル
を
行
幸
、
役
二
十
分
程
で

新
正
殿
内
に
入
御
さ
れ
た
。

八
年
が
か
り
で
準
備
さ
れ
て
来
た
、

今
遷
宮
も
内
宮
、
外
宮
の
遷
御
の
重

儀
を
終
え
、
こ
れ
か
ら
は
両
宮
の
内

外
に
あ
る
別
宮
の
祭
儀
へ
と
移
っ
て

行
く
。

午
後
八
時
四
十
分
、
儀
式
の
参
列

を
解
か
れ
、
宿
泊
ホ
テ
ル
へ
と
向
か

う
。
道
す
が
ら
、
日
本
国
の
君
民
一

体
と
な
り
守
り
伝
え
て
来
た
、
遷
宮
。

神
宮
に
改
め
て
国
民
の
一
人
と
し
て

感
動
し
誇
り
を
感
じ
た
。
そ
し
て
、

こ
れ
か
ら
更
に
神
明
奉
仕
に
努
め
次

期
遷
宮
に
向
け
て
の
奉
賛
活
動
等
に

も
力
を
尽
く
し
て
行
き
た
い
と
決
意

し
一
路
ホ
テ
ル
へ
と
足
を
早
め
た
。

遷
御
の
儀
（
内
宮
）

峡
北
支
部

支
部
長
　
森
　
越
　
義
　
建

遷
御
の
儀
（
外
宮
）

東
八
代
支
部

支
部
長
　
志
　
村
　
重
　
治



第
六
十
二
回
神
宮
式
年
遷
宮
に
向

け
た
諸
行
事
の
一
つ
で
あ
る
お
白
石

持
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
が
出
来
た

こ
と
を
大
変
幸
せ
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

二
十
年
に
一
度
の
神
宮
式
年
遷
宮

は
、
平
成
十
七
年
五
月
の
山
口
祭
に

始
ま
り
遷
御
に
ま
つ
わ
る
諸
祭
行
事

の
中
で
も
、
も
と
も
と
は
旧
神
領
民

（
伊
勢
市
民
）
が
奉
献
す
る
一
大
行

事
に
、
一
日
神
領
民
と
し
て
、
御
木

曳
行
事
に
続
い
て
二
つ
め
と
な
る
お

白
石
持
行
事
に
参
加
で
き
た
こ
と
は

私
自
身
の
人
生
に
と
っ
て
も
こ
の
上

な
い
幸
運
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
年
秋
に
い
よ
い
よ
遷
御
の
儀
を

迎
え
る
の
に
先
立
ち
、
ご
正
宮
の
宮

域
内
に
敷
き
詰
め
る
の
が
「
お
白
持

行
事
」
で
す
が
、
こ
の
度
の
御
遷
宮

に
際
し
て
特
別
神
領
民
と
し
て
御
奉

仕
す
る
こ
と
が
出
来
た
わ
け
で
す
。

平
た
く
申
し
上
げ
て
、
私
は
何
よ
り

新
築
な
っ
た
ご
正
宮
を
真
近
に
見
る

こ
と
が
出
来
る
こ
と
に
胸
を
と
き
め

か
せ
て
お
り
ま
し
た
。

八
月
九
日
早
朝
、
峡
中
、
峡
南
の

皆
さ
ん
と
ご
一
緒
に
楽
し
い
二
日
間

の
バ
ス
の
旅
が
始
ま
り
ま
し
た
。

大
き
な
期
待
に
胸
ふ
く
ら
ま
せ
、

楽
し
く
語
ら
う
う
ち
に
バ
ス
は
、
新

東
名
高
速
道
路
か
ら
名
古
屋
湾
岸
道

路
を
経
て
伊
勢
に
入
り
ま
し
た
。

明
日
の
内
宮
で
の
本
番
に
向
け
、

一
日
目
は
、
外
宮
を
参
拝
す
る
こ
と

で
し
た
。
二
十
年
の
風
雨
に
さ
ら
さ

れ
た
旧
外
宮
ご
正
殿
と
は
対
照
的
に

隣
り
に
は
、
新
築
な
っ
た
ご
正
殿
が

光
輝
い
て
い
ま
し
た
。
過
去
何
度
か

お
参
り
し
た
こ
こ
で
の
参
拝
も
こ
れ

が
最
後
か
と
思
う
と
、
し
み
じ
み
し

た
気
持
ち
に
な
る
と
同
時
に
隣
り
の

新
ご
正
殿
に
明
日
へ
の
期
待
が
ふ
く

ら
み
ま
し
た
。

そ
し
て
当
日
、
白
装
束
に
身
を
固

め
宿
を
出
ま
し
た
。
お
陰
横
町
通
り

に
は
す
で
に
多
勢
の
人
が
集
ま
り
、

そ
の
熱
気
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

奉
献
車
を
曳
い
て
神
宮
ま
で
行

き
、
お
白
石
を
頂
い
て
新
ご
正
殿
に

入
り
ま
し
た
。
こ
の
感
動
は
一
生
忘

れ
ま
せ
ん
。

去
る
八
月
十
七
日
か
ら
一
泊
二
日

に
て
、
山
梨
県
神
社
庁
甲
府
支
部
主

催
に
よ
る
神
宮
式
年
遷
宮
お
白
石
持

ち
行
事
に
、
山
梨
県
神
社
庁
庁
長
、

甲
府
支
部
長
他
総
勢
約
百
二
十
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
お
白
石
持
ち

行
事
は
、
お
木
曳
き
行
事
と
共
に
旧

神
領
民
が
神
宮
へ
の
報
恩
感
謝
と
し

て
奉
仕
し
た
五
五
十
年
の
歴
史
が
あ

り
、
現
在
も
民
俗
行
事
と
し
て
受
け

継
が
れ
て
来
ま
し
た
。
今
回
初
め
て

お
白
石
持
ち
行
事
に
奉
仕
す
る
機
会

を
得
た
こ
と
は
、
一
生
忘
れ
る
事
の

出
来
な
い
体
験
と
な
り
ま
し
た
。
初

日
は
早
朝
バ
ス
に
て
甲
府
を
出
発

し
、
途
中
に
昼
食
を
挟
み
、
炎
天
下

の
中
で
の
外
宮
御
垣
内
参
拝
、
二
見

玉
置
神
社
に
お
け
る
、
お
白
石
持
ち

行
事
奉
仕
者
へ
の
禊
ぎ
神
事
で
あ
る

浜
参
宮
を
受
け
て
か
ら
ホ
テ
ル
に
到

着
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
早
朝
よ
り

奉
仕
者
全
員
が
特
別
神
領
民
用
の
白

い
法
被
を
身
に
つ
け
て
バ
ス
に
分
乗

し
、
ホ
テ
ル
を
出
発
、
予
定
よ
り
早

く
外
宮
近
く
の
受
付
場
所
に
到
着
し

ま
し
た
が
、
会
場
に
は
既
に
全
国
か

ら
集
合
し
た
奉
仕
団
が
ひ
き
し
め
合

い
、
そ
の
人
達
の
熱
気
と
壮
観
さ
に

は
、
圧
倒
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
二
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
綱
二

本
に
挟
ま
っ
た
二
千
人
近
い
奉
仕
者

全
員
に
綱
が
渡
り
、
お
白
石
を
載
せ

た
奉
曳
車
を
地
元
奉
仕
会
の
木
遺
り

の
素
晴
ら
し
い
歓
声
に
後
押
し
さ
れ

な
が
ら
、「
エ
ン
ヤ
、
エ
ン
ヤ
」
の

掛
け
声
と
共
に
約
四
十
分
か
け
て
外

宮
神
域
ま
で
力
の
限
り
奉
曳
き
し
ま

し
た
。
外
宮
に
到
着
後
、
奉
仕
者
は

手
水
の
後
に
、
お
白
石
を
包
む
正
方

形
の
白
布
と
大
き
く
て
も
大
人
の
こ

ぶ
し
位
の
お
白
石
を
奉
仕
者
全
員
が

受
け
取
り
、
御
祓
い
を
受
け
て
か
ら

参
道
を
御
正
殿
に
向
か
う
途
中
で
、

何
故
か
持
っ
て
る
お
白
石
に
御
霊
が

や
ど
り
、
そ
の
お
白
石
を
通
し
て
日

本
人
一
人
一
人
が
神
宮
を
崇
拝
し
お

守
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
わ

な
い
か
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
檜
の
香
る
御
正
殿
の
近

く
に
お
白
石
を
奉
献
し
ま
し
た
。

奉
献
後
は
、
お
も
て
な
し
広
場
に

て
疲
れ
を
癒
し
て
解
団
式
の
後
は
、

内
宮
で
の
御
内
垣
参
拝
、
お
か
げ
横

町
で
の
昼
食
を
済
ま
せ
て
、
帰
路
に

つ
き
、
甲
府
に
到
着
し
た
の
は
夜
も

九
時
を
ま
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

度
の
ご
奉
仕
を
通
し
て
、
日
本
人
の

心
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
神
宮
。
そ
の

神
宮
の
式
年
遷
宮
が
六
十
二
回
も
渡

り
伝
統
や
歴
史
が
受
け
継
が
れ
て
い

る
こ
と
に
対
し
て
大
変
感
動
す
る
と

と
も
に
、
神
職
と
し
て
日
々
の
奉
仕

に
対
す
る
使
命
感
を
感
じ
ま
し
た
。
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武
田
神
社

権
禰
宜
　
滝
　
口
　
純
　
一

峡
南
支
部
総
代

会
長
　
笠
　
井
　
義
　
仁

お
白
石
持
行
事
に
参
加
し
て



ま
ん
が
古
事
記

て
ん
そ
ん
こ
う
り
ん
（
第
二
話
）

「
全
国
神
社
保
育
団
体
連
合
会
」
提
供

問
い
合
わ
せ

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
一
│
一
│
二
　

神
社
本
庁
内

電
　
話

〇
三
│
三
三
七
九
│
八
〇
一
一

一
冊
　
一
二
〇
円

お
子
さ
ん
、
お
孫
さ
ん
と
、

神
話
の
世
界
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

あ
ら
す
じ

葦
原
中
国

あ
し
は
ら
の
な
か
つ
く
に

は
、

大
国
主
神

お
お
く
に
ぬ
し
の
か
み

が
国
造

く
に
づ
く

り
を
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
天
照
大

あ
ま
て
ら
す
お
お

御
神

み

か

み

さ
ま
は
、
こ

の
国く

に

を
も
っ
と
豊ゆ

た

か
で
、
平
和

へ

い

わ

な
国く

に

に
さ
れ
よ
う
と
、

瓊
瓊
杵
尊

に

に

ぎ

の

み

こ

と

を
天
降

あ
ま
く
だ

ら
せ
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

そ
こ
で
建
御
雷

た
け
み
か
づ
ち
の

神か
み

を
使つ

か

い
と
し
て

葦
原
中
国

あ
し
は
ら
の
な
か
つ
く
に

に
赴

お
も
む

か

せ
、
大
国
主
神

お
お
く
に
ぬ
し
の
か
み

に

天
神

あ
ま
つ
か
み

の
御
子

み

こ

を
天あ

ま

降く
だ

ら
す
旨む

ね

を
伝つ

た

え

ま
し
た
。

大
国
主
神

お
お
く
に
ぬ
し
の
か
み

に
は

事
代
主
神

こ
と
し
ろ
ぬ
し
の
か
み

、
建
御

た

け

み

名
方
神

な
か
た
の
か
み

と
い
う
息む

す

子こ

が
い
ま
し
た
が
、

こ
の
二
人

ふ

た

り

の
息
子

む

す

こ

が
納

な
っ
と
く

得
す
る
な
ら

ば
、
国く

に

を
た
て
ま

つ
る
と
い
う
の
で

し
た
。
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（
一
六
四
号
　
第
三
話
へ
続
く
）
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平
成
二
十
五
年
度
の
神
宮
大
麻
頒

布
始
祭
が
去
る
九
月
六
日
に
内
宮
神

楽
殿
で
斎
行
さ
れ
た
。
祭
典
内
撤
饌

の
の
ち
鷹
司
大
宮
司
か
ら
北
白
川
統

理
に
神
宮
大
麻
暦
が
授
け
ら
れ
た
。

祭
員
退
下
後
に
同
じ
く
神
楽
殿
に

て
北
白
川
統
理
、
田
中
総
長
が
各
都

道
府
県
神
社
庁
長
に
夫
々
神
宮
大
麻

暦
を
頒
ち
、
御
神
楽
が
奉
奏
さ
れ
た
。

終
了
後
、
会
場
を
神
宮
会
館
大
講

堂
に
移
し
平
成
二
十
五
年
度
神
宮
大

麻
暦
頒
布
表
彰
式
並
秋
季
推
進
会
議

が
開
催
さ
れ
た
。

本
県
か
ら
は
根
津
庁
長
、
小
山
甲

府
支
部
長
、
飯
田
参
事
、
私
の
四
名

が
出
席
し
た
。
今
回
、
図
ら
ず
も
特

別
表
彰
頒
布
優
良
奉
仕
者
と
し
て
表

彰
を
戴
く
こ
と
と
な
り
頒
布
始
祭
参

列
、
推
進
会
議
出
席
と
相
成
っ
た
。

会
議
で
は
平
成
十
七
年
度
よ
り
推

進
さ
れ
た
一
千
万
家
庭
神
宮
大
麻
奉

斎
運
動
「
モ
デ
ル
支
部
制
度
」
が
全

三
期
七
年
間
に
亘
る
施
策
の
総
括
を

経
て
終
了
と
な
り
、
次
年
度
の
頒
布

向
上
対
策
と
し
て
施
策
の
趣
旨
を
広

く
周
知
推
進
さ
れ
た
し
と
呼
び
か
け
た
。

次
に
頒
布
事
例
報
告
が
行
わ
れ
社

会
状
況
と
現
実
の
問
題
、
頒
布
奉
仕

者
の
問
題
等
が
示
さ
れ
た
。
そ
の
中

で
都
市
部
の
特
色
と
し
て
、
団
地
や

マ
ン
シ
ョ
ン
の
増
加
す
る
地
域
の
住

民
は
核
家
族
で
人
口
移
動
が
著
し
く

地
元
意
識
が
低
い
、
神
宮
大
麻
だ
け

で
な
く
氏
神
神
符
の
奉
斎
も
危
い
状

況
で
あ
る
。
又
神
職
自
身
が
関
心
が

薄
く
資
質
の
向
上
が
必
要
と
感
じ
ら

れ
る
。
又
大
災
害
時
に
お
け
る
家
庭

祭
祀
の
継
承
も
大
き
な
課
題
と
な
っ

た
と
報
告
さ
れ
た
。

こ
れ
か
ら
の
頒
布
向
上
に
つ
い
て

は
頒
布
奉
仕
者
の
意
識
改
革
と
地
道

な
活
動
、
努
力
が
神
社
の
基
礎
体
力
、

底
力
と
な
る
。
氏
神
信
仰
を
充
分
に

結
び
つ
け
神
宮
大
麻
と
氏
神
神
符
の

セ
ッ
ト
で
の
頒
布
活
動
を
展
開
す
る

こ
と
が
良
策
で
あ
る
と
結
ん
だ
。

今
日
、
大
麻
頒
布
を
含
め
神
社
界

全
体
の
状
況
は
大
変
厳
し
い
も
の
で

あ
る
が
、
先
人
達
が
神
宮
尊
崇
の
念

の
も
と
に
、
神
宮
大
麻
頒
布
を
は
じ

め
と
す
る
神
社
活
動
の
基
盤
確
立
に

努
め
日
本
の
真
の
発
展
の
た
め
に
力

を
注
い
で
き
た
そ
の
精
神
を
受
け
継

ぎ
神
宮
へ
の
崇
敬
の
真
心
を
育
み
、

氏
神
神
社
に
対
す
る
意
識
の
涵
養
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
結
ん
だ
。

こ
の
度
第
六
十
二
回
式
年
遷
宮
の

遷
御
の
儀
が
斎
行
さ
れ
る
記
念
す
べ

き
年
に
受
け
た
栄
誉
を
深
く
心
に
刻

み
改
め
て
頒
布
奉
仕
者
た
る
神
職
の

使
命
を
自
覚
し
た
会
議
で
あ
っ
た
。

今
年
の
第
四
十
九
回
全
国
神
社
総

代
会
大
会
は
愛
媛
県
県
民
文
化
会
館

に
於
て
、
平
成
二
十
五
年
九
月
十
日

（
火
）
に
開
催
さ
れ
た
。
全
国
か
ら

約
千
六
百
名
が
参
加
し
、
本
県
か
ら

五
十
名
が
早
朝
に
出
発
し
参
加
し

た
。
午
後
一
時
式
典
に
先
立
ち
清
興

で
は
、
樹
齢
九
百
年
の
大
楠
に
よ
る

日
本
一
の
樹
根
太
鼓
「
津
島
平
安
太

鼓
集
団
・
雅
」
に
よ
る
深
く
暖
か
い

音
色
と
壮
大
な
響
き
に
浸
っ
た
。

続
く
大
会
記
念
講
演
で
は
金
美
齢

先
生
の
実
体
験
か
ら
生
ま
れ
た
確
か

な
主
張
・
演
題
「
日
本
再
生
」
の
内

容
に
感
銘
を
受
け
た
。

式
典
は
愛
媛
県
総
代
会
長
の
開
会

の
辞
で
始
ま
り
神
宮
遥
拝
・
国
歌
斉

唱
・
敬
神
生
活
の
綱
領
唱
和
後
、
会

長
式
辞
（
荒
巻
副
会
長
代
読
）
に
続

い
て
六
十
八
名
に
神
社
功
労
者
表
彰

が
授
与
さ
れ
、
本
県
か
ら
玉
諸
神
社

役
員
中
込
豊
秋
氏
と
北
口
本
宮
富
士

浅
間
神
社
役
員
佐
々
木
三
郎
氏
が
表

彰
の
栄
に
浴
し
た
。

続
い
て
来
賓
祝
辞
を
北
白
川
道
久

神
社
本
庁
統
理
（
田
中
総
長
代
読
）、

鷹
司
神
宮
大
宮
司
、
長
曽
我
部
神
道

政
治
連
盟
会
長
、
愛
媛
県
知
事
（
上

甲
副
知
事
代
読
）、
松
山
市
長
、
有

村
治
子
参
議
院
議
員
ら
が
祝
辞
を
述

べ
た
。
長
曽
我
部
会
長
・
有
村
治
子

議
員
よ
り
先
の
参
議
院
議
員
選
挙
の

協
力
に
対
し
お
礼
が
あ
っ
た
。

続
く
受
彰
者
の
代
表
者
・
愛
媛
県

三
島
神
社
役
員
曽
根
貞
義
氏
よ
り
謝

辞
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
五
年
度
事
業
計
画
が
全

国
総
代
会
事
務
局
長
か
ら
報
告
さ
れ

た
。
引
き
続
き
大
会
宣
言
が
全
国
総

代
会
理
事
よ
り
宣
言
さ
れ
満
場
一
致

で
採
択
さ
れ
た
。

続
い
て
次
期
大
会
開
催
地
岐
阜
県

岡
本
総
代
会
会
長
よ
り
歓
迎
の
挨
拶

が
あ
っ
た
。
引
き
続
き
聖
寿
万
歳
奉

唱
後
、
全
国
総
代
会
副
会
長
よ
り
閉

会
の
辞
が
あ
り
午
後
四
時
十
分
散
会

し
た
。
ホ
テ
ル
に
到
着
道
後
温
泉
で

疲
れ
を
癒
し
、
翌
日
帰
路
に
つ
い
た
。

秋

山

忠

也

穴
切
大
神
社
　
宮
司

神
宮
大
麻
暦
頒
布
始
祭
並
秋
季
推
進
会
議
開
催

奈

良

俊

一

山
梨
県
神
社
総
代
会
　
理
事

全
国
神
社
総
代
会
愛
媛
大
会
報
告
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猛
暑
真
っ
只
中
の
七
月
下
旬
、
甲

府
盆
地
中
心
に
鎮
座
す
る
穴
切
大
神

社
に
お
い
て
緑
陰
子
供
会
が
開
催
さ

れ
た
。
ま
ず
、
地
域
の
子
供
達
と
神

社
関
係
者
は
秋
山
宮
司
の
御
祓
い
を

受
け
、
根
津
庁
長
、
古
屋
教
化
委
員

長
の
挨
拶
を
受
け
、
鎮
守
の
杜
で
の

お
遊
び
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
午
前
は
、

青
年
会
に
よ
る
昔
な
が
ら
の
お
遊
び

の
数
々
、
紙
芝
居
を
経
て
、
昼
食
に

は
美
味
し
く
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
戴
い

た
。
午
後
は
、
火
切
実
演
の
後
、
雅

楽
会
に
よ
る
最
古
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

を
堪
能
し
夏
の
暑
い
一
日
を
終
了
し

た
。
子
供
達
の
思
い
出
の
一
頁
に
な

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

こ
の
前
は
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
と
ち
ゅ
う
で
帰
る
こ
と
に

な
っ
た
け
ど
、
あ
ん
ど
ん
作
り
や
か

み
し
ば
い
や
、
大
縄
飛
び
が
楽
し
か

っ
た
し
、
カ
レ
ー
と
ス
イ
カ
が
お
い

し
か
っ
た
で
す
。
は
じ
め
て
あ
ん
ど

ん
を
作
っ
て
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で

す
。
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
作
り
方

を
お
し
え
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
大
縄
飛
び
は
、
ひ

さ
し
ぶ
り
に
し
た
の
で
ひ
っ
か
か
ら

私
は
ス
ポ
少
の
み
ん
な
と
参
加
し

ま
し
た
。
神
社
で
ど
ん
な
こ
と
を
す

る
ん
だ
ろ
う
？
と
ど
き
ど
き
し
ま
し

た
。
始
め
に
、
拝
で
ん
と
い
う
所
に

み
ん
な
で
入
っ
て
お
は
ら
い
を
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
お
は
ら
い
は
七
五

三
の
時
に
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
音
が
お
な
か
に
ま
で
ひ

び
い
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
外
に

出
て
、
お
兄
さ
ん
た
ち
と
、
あ
ん
た

が
た
ど
こ
さ
や
、
カ
メ
、
ウ
サ
ギ
、

と
三
回
勝
て
ば
人
間
に
な
れ
る
ジ
ャ

ン
ケ
ン
や
、
仲
間
集
め
ゲ
ー
ム
な
ど

を
し
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
を
し
た
時
は

暑
か
っ
た
け
ど
、
と
て
も
面
白
か
っ

た
で
す
。

そ
の
後
で
、
あ
ん
ど
ん
を
み
ん
な

で
作
り
ま
し
た
。
私
は
、
色
を
ぬ
る

の
が
お
そ
く
て
、
な
か
な
か
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
大
き
な
あ
ん
ど
ん

が
出
来
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
ろ

う
そ
く
に
火
を
点
け
て
、
み
ん
な
で

な
ら
ん
で
歩
い
た
ら
楽
し
い
な
と
思

い
ま
し
た
。

お
昼
は
、
カ
レ
ー
を
食
べ
ま
し
た
。

い
つ
も
は
、
大
人
し
い
友
だ
ち
も
、

食
べ
な
が
ら
た
く
さ
ん
お
話
で
き

な
い
か
心
配
で
し
た
。
で
も
あ
ま
り

ひ
っ
か
か
ら
な
く
て
よ
か
っ
た
で

す
。
来
年
も
行
き
た
い
で
す
。
楽
し

か
っ
た
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

て
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。

最
後
に
、
神
様
の
紙
し
ば
い
を
見

ま
し
た
。
国
生
み
物
語
と
、
山
幸
彦

と
海
幸
彦
の
話
で
し
た
。
ヤ
マ
タ
ノ

オ
ロ
チ
や
、
天
岩
戸
の
話
は
少
し
知

っ
て
い
ま
し
た
。
神
様
は
、
昔
は
本

当
に
い
た
の
か
な
？
と
思
い
ま
し

た
。私

は
よ
く
、
神
社
で
遊
ん
で
い
ま

す
が
、
知
ら
な
い
事
ば
か
り
で
、
と

て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
今
度
か

ら
神
社
で
遊
ぶ
時
は
、
お
い
の
り
を

し
て
か
ら
遊
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

緑
陰
子
供
会

舞
鶴
小
学
校
　
五
年

野
　
口
　
花
　
乃

舞
鶴
小
学
校
　
四
年

加
　
藤
　
万
結
姫
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去
る
九
月
七
日
甲
府
刑
務
所
に
て

秋
季
慰
霊
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。

こ
れ
は
春
秋
の
年
二
回
、
県
内
八

宗
派
の
宗
教
団
体
が
持
ち
回
り
で
、

収
容
者
・
非
収
容
者
と
そ
の
家
族
四

百
七
十
余
柱
の
物
故
者
を
慰
霊
す
る

も
の
で
あ
る
。

今
回
は
山
梨
県
神
職
保
護
司
会
が

神
道
雅
楽
会
の
協
力
を
得
、
祭
典
奉

仕
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

当
日
は
、
刑
務
所
内
に
あ
る
講
堂

の
舞
台
上
で
、
神
道
形
式
の
祭
場
を

設
え
、
佐
々
木
高
仁
副
会
長
（
教
誨

師
）
の
斎
主
の
も
と
、
一
九
二
名
の

収
容
者
の
前
で
厳
粛
な
う
ち
に
慰
霊

祭
は
斎
行
さ
れ
た
。

式
で
は
渡
辺
千
紗
さ
ん
（
朝
気
熊

野
神
社
禰
宜
）
に
よ
る
浦
安
の
舞
も

舞
わ
れ
、
御
霊
を
お
慰
め
し
た
。

刑
務
所
で
の
祭
典
は
物
故
者
の
慰

霊
と
共
に
、
収
容
者
の
矯
正
の
目
的

も
あ
る
。
何
か
し
ら
の
理
由
で
法
を

犯
し
、
社
会
か
ら
食
み
出
し
、
所
内

で
不
自
由
な
生
活
を
送
る
人
々
。
そ

の
心
は
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
荒
び

枯
れ
ば
ん
で
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ

の
彼
ら
の
気
持
を
和
げ
、
正
し
い
道

を
示
す
た
め
に
も
、
厳
粛
で
静
寂
な

祭
典
の
中
に
身
を
置
く
こ
と
は
、
意

義
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。

祭
典
終
了
後
、
望
月
久
男
名
誉
会

長
が
収
容
者
の
前
で
講
話
し
た
。
本

年
行
わ
れ
る
御
遷
宮
と
先
日
参
加
し

た
お
白
石
持
行
事
の
経
験
を
基
に
、

神
宮
の
歴
史
、
日
本
文
化
の
持
つ
奥

深
さ
を
話
さ
れ
た
。
祭
典
に
参
加
し

た
収
容
者
が
、
講
話
の
言
葉
や
厳
粛

な
祭
典
、
典
雅
な
雅
楽
の
調
べ
、
優

雅
な
舞
に
何
を
感
じ
取
っ
て
く
れ
た

だ
ろ
う
か
。

一
人
一
人
が
本
日
の
祭
典
に
心
を

傾
け
、
一
時
で
も
荒
ん
だ
心
が
和
み
、

矯
正
さ
れ
る
こ
と
を
祈
り
た
い
。

国
民
文
化
祭
と
は
昭
和
六
十
一
年

よ
り
文
化
庁
と
東
京
都
の
共
催
で
第

甲
府
刑
務
所
秋
季
慰
霊
祭
斎
行

山
梨
県
神
職
保
護
司
会
　

事
務
局
長

石
　
原
　
　
　
鎮

一
回
大
会
が
始
ま
り
で
、
国
内
最
大

級
の
文
化
の
祭
典
で
あ
り
、
国
民
全

体
に
文
化
活
動
へ
の
参
加
を
促
す

「
文
化
の
国
体
」
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
山
梨
県
で
は
「
文
化
の
風

と
あ
そ
ぶ
〜
み
つ
め
る
・
こ
え
る
・

つ
な
げ
る
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
県
内

外
の
方
々
に
文
化
を
通
じ
山
梨
の
魅

力
に
触
れ
て
戴
く
為
に
、
他
県
で
は

十
日
余
り
の
と
こ
ろ
初
の
通
年
行
事

と
し
て
平
成
二
十
五
年
一
月
十
二
日

か
ら
十
一
月
十
日
ま
で
の
三
百
三
日

間
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
国
文
祭
で
行
っ
た
雅
楽
と
は

古
代
の
日
本
固
有
の
歌
と
舞
、
及
び

古
代
大
陸
諸
国
の
器
楽
と
舞
に
基
づ

き
、
ほ
ぼ
十
世
紀
（
平
安
時
代
中
期
）

に
完
成
し
た
日
本
の
最
も
古
い
音
楽

で
、
世
界
最
古
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

（
管
弦
楽
）
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

山
梨
県
神
道
雅
楽
会
で
は
一
月
十

六
日
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
中

に
甲
府
駅
北
口
の
特
設
会
場
、
九
月

十
八
日
フ
ッ
ト
パ
ス
の
一
環
と
し
て

穴
切
大
神
社
、
九
月
二
十
三
日
の
山

梨
県
立
美
術
館
で
は
「
日
本
の
わ
ざ

と
美
」
特
別
展
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を

行
い
ま
し
た
。
我
が
雅
楽
会
で
は
演

奏
だ
け
で
は
な
く
、
一
般
の
方
々
の

為
に
曲
や
楽
器
の
説
明
、
雅
楽
か
ら

生
ま
れ
た
言
葉
（
打
ち
合
わ
せ
・
音

頭
な
ど
）
の
解
説
な
ど
曲
の
合
間
に

し
て
い
ま
す
。
一
月
に
行
っ
た
頃
に

は
人
出
が
少
な
く
関
心
が
少
な
い
と

思
い
ま
し
た
が
、
美
術
館
コ
ン
サ
ー

ト
で
は
満
員
近
く
大
勢
の
方
々
が
集

ま
り
、
徐
々
に
雅
楽
が
広
ま
っ
て
い

く
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

雅
楽
は
神
社
に
於
い
て
も
祭
典
楽

等
と
し
て
御
神
徳
の
高
揚
や
教
化
に

重
要
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。
我
々
も

日
本
の
伝
統
文
化
の
継
承
ま
た
普
及

の
目
的
の
一
員
と
な
れ
ば
と
思
い
、

な
お
雅
楽
を
続
け
て
行
く
思
い
に
駆

ら
れ
ま
し
た
。

神
社
庁
関
係
団
体
報
告

雅
楽
を
通
じ

国
民
文
化
祭
に
参
加
し
て

山
梨
県
神
道
雅
楽
会

理
事

松
　
田
　
公
　
仁
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去
る
九
月
三
日
、
第
六
十
四
回
全

国
大
会
に
参
加
致
し
ま
し
た
。
県
下

で
は
武
田
・
稲
積
・
住
吉
・
浅
間
・

逸
見
の
各
神
社
合
わ
せ
二
十
三
名
の

参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

大
会
会
場
は
松
江
城
東
南
の
島
根

県
民
会
館
で
、
全
国
よ
り
千
六
百
名

余
の
参
加
者
が
あ
り
、
式
典
に
先
立

ち
清
興
と
し
て
行
わ
れ
た
社
会
福
祉

法
人
い
わ
み
福
祉
会
芸
能
ク
ラ
ブ
二

十
名
に
よ
る
石
見
神
楽
『
八
岐
大
蛇
』

は
、
生
業
と
す
る
本
格
的
神
楽
集
団

と
見
ま
　
ご
う
ば
か
り
に
て
、
息
の

合
っ
た
演
技
に
は
、
時
間
を
超
越
し

神
話
時
代
に
居
合
わ
せ
た
感
の
あ
る

出
し
物
で
会
場
の
割
れ
ん
ば
か
り
の

拍
手
に
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
良
く
表

わ
し
て
お
り
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
創
立
六
十
五
周
年
記

念
表
彰
が
行
わ
れ
、
当
県
か
ら
被
表

彰
者
と
し
て
二
名
が
個
人
表
彰
の
栄

誉
に
預
り
ま
し
た
。

第
三
部
の
議
事
で
は
役
員
改
選
の

報
告
が
さ
れ
、
最
後
に
「
敬
神
婦
人

と
し
て
国
の
若
返
り
と
永
遠
の
発
展

を
祈
念
し
、
国
の
大
切
な
伝
統
と
文

化
を
守
る
べ
く
力
を
尽
く
す
」
と
の

開
会
宣
言
が
承
認
さ
れ
閉
会
。
次
回

は
鹿
児
島
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

前
線
の
通
過
、
台
風
の
接
近
に
伴

い
荒
天
の
も
と
で
の
旅
と
な
り
ま
し

た
が
、
特
に
翌
日
の
出
雲
大
社
で
は
、

全
国
各
地
か
ら
の
婦
人
会
の
方
々
が

大
挙
し
て
参
集
す
る
中
、
私
ど
も
は
、

正
式
参
拝
の
ち
、
千
家
尊
祐
宮
司
よ

り
他
県
神
社
の
方
々
が
同
席
の
中
に

も
拘
わ
ら
ず
「
上
京
の
際
、
必
ず
富

士
山
の
見
え
る
窓
側
を
予
約
し
、
山

梨
の
方
々
に
は
よ
り
親
し
み
を
も

つ
」
旨
の
お
言
葉
を
頂
戴
し
、
あ
わ

せ
去
る
五
月
に
行
な
わ
れ
た
六
十
年

に
一
度
の
遷
座
祭
当
日
の
体
験
談
を

お
聞
か
せ
頂
き
、
廻
廊
よ
り
降
り
頻

る
雨
の
中
、
麗
し
く
葺
き
上
が
っ
た

ご
本
殿
の
大
屋
根
を
見
上
げ
つ
つ
暫

し
千
古
の
歴
史
に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

十
三
回
目
を
迎
え
る
神
社
関
係
者
囲

碁
大
会
は
、
山
梨
県
神
社
庁
主
催
、
教

育
関
係
神
職
協
議
会
（
会
長
　
輿
石

仁
）
が
主
管
し
神
社
庁
二
階
神
殿
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
。
今
回
の
大
会
は
会

場
の
都
合
で
、
開
催
が
お
盆
の
期
間
中

と
な
り
保
護
者
と
一
緒
に
帰
省
す
る
青

全
国
敬
神
婦
人
大
会

出
雲
大
会
に
参
加
し
て

山
梨
県
敬
神
婦
人
連
合
会

会
長

乙
　
黒
　
夏
　
恵

第
十
三
回
神
社
関
係
者
囲
碁
大
会
報
告

山
梨
県
教
育
関
係
神
職
協
議
会

事
務
局
長

小
佐
野
　
文
　
男

少
年
が
多
く
、
一
般
の
部
と
も
に
参
加

者
の
減
少
が
見
ら
れ
た
。

大
会
に
は
幼
稚
園
・
保
育
所
の
子
供

た
ち
と
小
学
生
合
わ
せ
て
二
十
二
名
、

県
内
八
支
部
よ
り
囲
碁
を
愛
好
す
る
氏

子
崇
敬
者
Ａ
ク
ラ
ス
・
Ｂ
ク
ラ
ス
合
計

十
二
チ
ー
ム
の
参
加
が
あ
り
、
八
月
十

六
日
（
金
）、
午
前
九
時
よ
り
開
会
式
が

行
わ
れ
た
。
主
催
者
と
し
て
根
津
泰
昇

新
神
社
庁
長
か
ら
「
こ
の
、
神
社
関
係

者
囲
碁
大
会
は
囲
碁
の
腕
前
を
競
う
こ

と
も
大
切
だ
が
、
県
下
の
神
社
関
係
者

が
集
う
貴
重
な
機
会
で
も
あ
る
の
で
、

氏
子
同
士
の
親
睦
を
も
深
め
て
い
っ
て

欲
し
い
」
と
の
挨
拶
を
頂
い
た
。
続
い

て
輿
石
会
長
が
「
毎
年
、
山
梨
日
々
新

聞
社
よ
り
、
賞
状
と
大
型
の
楯
の
提
供

後
援
を
頂
い
て
い
る
事
」
の
紹
介
と
感

謝
の
意
を
述
べ
た
。

続
い
て
前
年
度
優
勝
者
か
ら
ト
ロ
フ

ィ
ー
の
返
還
、
記
念
の
楯
の
授
与
と
続

き
、
北
斗
会
囲
碁
教
室
の
青
沼
貴
夫
審

判
長
か
ら
対
局
上
の
注
意
。
最
後
に
囲

碁
担
当
・
高
野
英
夫
副
会
長
よ
り
運
営

上
の
注
意
が
あ
り
、
開
会
式
を
閉
じ
た
。

青
少
年
の
部
…
幼
児
・
小
学
生
は
個
人

戦
と
し
、
有
段
者
・
上
級
者
・
初
心
者

の
部
に
分
か
れ
９
時
半
か
ら
始
ま
っ
た
。

一
般
の
部
は
三
人
一
組
編
成
の
チ
ー
ム

を
組
み
、
Ａ
ク
ラ
ス
六
チ
ー
ム
と
Ｂ
ク

ラ
ス
六
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
神
社
対
抗

団
体
戦
と
し
て
競
い
合
っ
た
。

閉
会
式
で
は
、
青
沼
審
判
長
よ
り
、

「
こ
の
囲
碁
大
会
は
青
少
年
の
育
成
に
重

き
を
置
い
て
い
る
の
で
、
大
勢
の
子
ど

も
が
入
賞
の
喜
び
を
享
受
で
き
る
よ
う

配
慮
を
し
て
い
る
。
こ
の
神
社
庁
の
大

会
は
そ
の
趣
旨
を
十
分
理
解
し
て
大
会

運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
技
量
向

上
に
も
繋
が
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を

大
い
に
感
謝
し
て
い
る
」
と
の
講
評
が

あ
り
午
後
四
時
に
終
了
し
た
。
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ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
運
動
。
そ
れ
は

今
か
ら
約
百
年
前
、
英
国
の
退
役
将

軍
ロ
バ
ー
ト
・
ベ
ー
デ
ン
・
パ
ウ
エ

ル
卿
が
野
外
教
育
を
通
じ
て
、
少
年

達
に
自
立
心
や
、
協
調
性
、
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
身
に
つ
け
さ
せ
よ
う
と

し
て
始
ま
っ
た
。
現
在
世
界
百
六
十

一
の
国
と
地
域
、
約
三
千
万
人
が
加

盟
す
る
世
界
最
大
の
青
少
年
運
動
で

あ
る
。

日
本
で
も
明
治
四
十
一
年
に
、
ボ

ー
イ
ス
カ
ウ
ト
運
動
が
伝
わ
り
、
全

都
道
府
県
に
連
盟
が
置
か
れ
、
全
国

約
二
千
六
百
の
団
、
約
十
万
名
の
ス

カ
ウ
ト
、
約
六
万
名
の
指
導
者
が
活

動
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
日
本
に
お
け
る
最
大
の

ス
カ
ウ
ト
行
事
、
四
年
に
一
度
の

「
日
本
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
」
が
、
七
月

三
十
一
日
よ
り
八
月
八
日
ま
で
の
九

日
間
に
亘
り
、
山
口
市
き
ら
ら
浜
で

開
催
さ
れ
、
全
国
よ
り
約
一
万
五
千

名
が
集
い
、
本
県
か
ら
も
奉
仕
員
と

し
て
指
導
者
十
三
名
が
大
会
の
運
営

に
従
事
し
、
参
加
隊
と
し
て
指
導
者
、

ス
カ
ウ
ト
合
わ
せ
四
十
三
名
が
野
営

生
活
を
行
い
、
提
供
さ
れ
る
様
々
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
。
第
十
六

回
目
と
な
る
今
回
は
、
第
三
十
回
ア

ジ
ア
太
平
洋
地
域
ス
カ
ウ
ト
ジ
ャ
ン

ボ
リ
ー
で
も
あ
り
、
更
に
は
平
成
二

十
七
年
に
同
所
で
開
催
さ
れ
る
第
二

十
三
回
世
界
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
の
プ
レ

大
会
と
し
て
も
位
置
づ
け
ら
れ
、
海

外
よ
り
派
遣
さ
れ
た
ス
カ
ウ
ト
が
多

く
見
ら
れ
た
。

さ
て
、
ス
カ
ウ
ト
運
動
に
お
い
て

は
、
ス
カ
ウ
ト
そ
れ
ぞ
れ
が
明
確
な

信
仰
を
持
つ
こ
と
が
重
要
と
さ
れ
、

「
ス
カ
ウ
ト
の
【
ち
か
い
】」
の
第
一

条
に
は
、「
神
（
仏
）
と
国
と
に
誠

を
尽
く
し
、
お
き
て
を
守
り
ま
す
。」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
実
践
を
目

的
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
と
し

て
、
本
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
五
日
目
の
八

月
四
日
午
前
八
時
半
よ
り
、
各
宗
教

宗
派
に
よ
る
宗
教
儀
礼
が
行
わ
れ
、

神
社
神
道
に
よ
る
儀
礼
は
、
神
社
本

庁
主
催
・
全
国
神
社
ス
カ
ウ
ト
協
議

会
（
神
Ｓ
協
）
主
管
の
も
と
、
開
催

奉
告
祭
が
、
地
元
の
氏
神
様
で
あ
る

北
方
八
幡
宮
　
藤
井
康
信
宮
司
を
斎

主
と
し
て
斎
行
さ
れ
、
祝
詞
奏
上
の

後
、
小
串
和
夫
神
社
本
庁
副
総
長
、

寺
井
種
治
神
Ｓ
協
会
長
、
真
庭
宗
雄

山
口
県
神
社
庁
副
庁
長
、
そ
し
て
本

県
よ
り
参
加
の
甲
府
第
二
団
　
小
林

飛
翔
ス
カ
ウ
ト
が
玉
串
を
奉
り
拝
礼

し
た
。

尚
、
期
間
中
に
は
各
宗
教
宗
派
の

宗
教
ブ
ー
ス
が
置
か
れ
、
神
道
ブ
ー

ス
で
は
神
棚
を
設
け
参
拝
作
法
な
ど

の
指
導
や
、
第
六
十
二
回
神
宮
式
年

遷
宮
の
説
明
な
ど
を
行
い
、
更
な
る

信
仰
の
奨
励
、
教
化
活
動
が
行
わ
れ
、

約
四
百
五
十
名
の
ス
カ
ウ
ト
が
訪
れ
た
。

平
成
二
十
五
年
度
山
梨
県
女
子
神

職
総
会
が
、
七
月
二
十
四
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
前
年
度
の
会
計
、
事
業
、

監
査
報
告
に
加
え
、
新
役
員
承
認
、

本
年
度
予
算
案
、
事
業
計
画
が
審
議

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
当
女
子
神
職
会

は
、
神
社
庁
主
催
の
行
事
参
加
を
主

体
と
し
、
女
子
神
職
会
と
し
て
の
活

動
を
周
知
し
て
頂
く
可
く
、
少
人
数

な
が
ら
も
積
極
的
に
行
動
し
て
い
く

事
を
提
案
致
し
ま
し
た
。
総
会
の
終

了
後
、
根
津
泰
昇
山
梨
県
神
社
庁
長

に
お
話
さ
せ
て
頂
き
、
役
員
会
に
於

て
ご
審
議
下
さ
り
、
ご
承
認
頂
き
ま

し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

前
後
致
し
ま
す
が
、
七
月
四
日
〜

二
十
日
神
道
政
治
連
盟
山
梨
県
本
部

の
要
請
を
受
け
、
公
報
活
動
に
参
加

致
し
ま
し
た
。

ま
た
、
九
月
七
日
山
梨
県
神
職
保

護
司
会
に
よ
る
甲
府
刑
務
所
慰
霊
祭

で
は
、
佐
々
木
高
仁
山
梨
県
神
社
副

庁
長
ご
斎
主
の
元
、
渡
邊
千
紗
女
子

神
職
会
員
が
浦
安
の
舞
を
奉
納
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
重
ね
て
、
十
月
二

十
八
日
、
コ
ラ
ニ
ー
文
化
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
ま
す
山
梨
県
神
社
関
係
者

大
会
で
の
神
宮
大
麻
暦
頒
布
始
祭
に

は
、
浦
安
の
舞
（
二
人
舞
）
の
奉
納

を
さ
せ
て
頂
く
予
定
で
ご
ざ
い
ま

す
。
そ
れ
に
向
け
て
、
九
月
十
三
、

十
九
日
の
両
日
、
酒
折
宮
権
祢
宜
飯

田
淳
美
講
師
の
ご
指
導
で
浦
安
の
舞

の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
九
月
二
十
五
日
に
は
、
山

梨
県
神
社
祭
式
講
師
桃
井
一
祝
先
生

に
、
祭
式
衣
紋
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

装
束
の
布
の
様
々
、
正
装
の
着
装
を

学
び
ま
し
た
。
昨
今
男
子
神
職
の

方
々
と
祭
祀
を
斎
行
さ
せ
て
頂
く

折
、
着
装
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂

き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
男
子
神

職
正
装
の
正
し
い
着
け
方
も
ご
指
導

頂
き
ま
し
た
。

神
社
ス
カ
ウ
ト
（
日
本
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
）
報
告

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
第
十
団

リ
ー
ダ
ー

乙
　
黒
　
　
　
洋

女
子
神
職
会
活
動
報
告

山
梨
県
女
子
神
職
会

会
長

津
　
金
　
八
千
代
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『
型
』
そ
れ
は
神
様
へ
の
敬
意
、

限
り
無
い
感
謝
の
表
れ
で
す
。『
型
』

を
正
確
に
伝
承
し
て
行
く
事
が
「
神

社
界
の
務
め
」
だ
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。
精
神
を
研
ぎ
澄
ま
し
自
ら
の
姿

勢
を
正
し
、
日
々
心
を
磨
い
て
参
り

ま
す
事
が
、
神
社
界
の
発
展
、
質
の

向
上
に
繋
が
る
事
と
信
じ
て
更
に
研

鑽
を
積
ん
で
参
り
ま
す
。
今
後
と
も

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

山
梨
県
神
道
青
年
会
は
本
年
度
、

代
々
の
継
続
事
業
に
加
え
新
た
な
試

み
と
し
て
雅
楽
研
修
会
を
開
催
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
今
ま

で
の
一
日
研
修
と
異
な
り
、
研
修
終

了
後
に
は
祭
典
伶
人
奉
仕
が
で
き
う

る
研
修
を
目
的
と
し
、
山
梨
県
神
道

雅
楽
会
の
皆
様
に
御
指
導
御
協
力
を

頂
き
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
年
間
を
通
し
て
数
回
の
雅
楽
研

修
を
す
る
こ
と
に
よ
り
効
率
的
且
つ

実
践
的
な
研
修
と
な
っ
て
お
り
、
今

月
よ
り
の
開
講
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
七
月
二
日
・
三
日
に
宮
城

県
金
華
山
黄
金
山
神
社
へ
五
名
、
九

月
二
六
日
・
二
七
日
に
は
福
島
県
南

相
馬
市
男
山
八
幡
神
社
へ
六
名
に
て

東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
活
動
に

行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
金
華
山
は
本

年
巳
年
大
祭
の
御
縁
年
で
あ
り
、
当

会
と
致
し
ま
し
て
も
幾
度
と
な
く
支

援
さ
せ
て
頂
き
、
神
青
協
で
も
積
極

的
な
活
動
を
展
開
し
て
お
り
同
志
と

共
に
微
力
な
が
ら
継
続
し
て
復
興
支

援
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。
福
島
県

南
相
馬
市
は
最
近
ま
で
原
発
二
〇
キ

ロ
圏
内
避
難
区
域
の
指
定
が
さ
れ
て

お
り
、
震
災
以
降
全
く
手
付
か
ず
の

状
態
で
し
た
。
福
島
県
、
栃
木
県
、

茨
城
県
と
合
同
に
て
境
内
を
草
刈
清

掃
整
備
し
、
ま
た
現
地
の
深
刻
な
問

題
を
伺
い
な
が
ら
福
島
第
一
原
発
六

キ
ロ
圏
内
ま
で
行
き
状
況
視
察
を
し

て
参
り
ま
し
た
。
思
い
は
一
つ
で
し

た
。
自
分
達
の
幼
少
期
の
思
い
出
、

氏
神
様
の
お
祭
に
参
加
し
た
り
川
や

山
で
遊
ん
だ
そ
ん
な
楽
し
い
思
い
出

を
未
来
の
子
供
達
に
も
残
し
て
あ
げ

た
い
、
そ
の
一
心
で
し
た
。
我
々
も

そ
の
こ
と
に
少
し
で
も
協
力
で
き
る

よ
う
活
動
に
励
ん
で
参
り
ま
す
。

九
月
十
八
日
に
は
多
摩
武
蔵
野
御

陵
に
勤
労
奉
仕
に
行
っ
て
参
り
ま
し

た
。
一
般
国
民
が
皇
室
に
対
し
て
御

協
力
で
き
る
数
少
な
い
機
会
で
す
の

で
謹
ん
で
清
掃
奉
仕
し
て
参
り
ま
し
た
。

こ
れ
よ
り
も
多
岐
に
亘
り
事
業
を

展
開
し
、
斯
界
の
先
兵
と
し
て
積
極

的
に
活
動
し
て
参
り
ま
す
の
で
御
理

解
御
協
力
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

去
る
九
月
七
日
佐
々
木
幸
永
宮
司

様
が
本
務
奉
仕
す
る
大
月
市
富
浜
町

鳥
沢
鎮
座
の
福
地
八
幡
神
社
の
例
大

祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
九
時
拝
殿
に
は
氏
子
総
代
会

長
は
じ
め
全
員
着
座
、
来
賓
は
衆
議

院
議
員
・
市
議
・
諸
団
体
代
表
・
兼

務
神
社
役
員
に
参
列
を
賜
り
式
が
斎

行
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
後
、
午
前
十
時
よ
り
午
後
七

時
ま
で
法
被
姿
の
担
ぎ
手
が
宮
神
輿

を
担
ぎ
・
お
囃
子
・
巫
女
さ
ん
の
先

導
で
町
内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

各
地
区
の
子
供
神
輿
も
繰
り
出

し
、
沿
道
に
詰
め
か
け
た
多
く
の
皆

様
が
熱
気
あ
ふ
れ
る
祭
り
を
楽
し
み

ま
し
た
。

境
内
で
は
、
幼
稚
園
児
の
鼓
笛

隊
・
お
楽
し
み
抽
選
会
・
樽
酒
試

飲
・
カ
ラ
オ
ケ
大
会
と
歌
謡
シ
ョ

ー
・
露
店
・
打
上
げ
花
火
等
多
く
の

行
事
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

氏
神
様
の
祭
り
を
通
し
て
、
多
く

の
方
々
に
御
神
徳
が
あ
り
ま
す
よ
う

に
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

神
道
青
年
会
活
動
報
告

山
梨
県
神
道
青
年
会

会
長
　
藤
　
原
　
永
　
起

祭
典
を
斎
行
し
て

福
地
八
幡
神
社

責
任
役
員

奈
　
良
　
俊
　
一

u
u

u
u

u
u

u
u

u
u

u
u

u
u

u



去
る
七
月
二
十
七
日
〜
二
十
八
日

及
び
八
月
三
日
〜
四
日
に
第
十
七
回

初
任
神
職
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
県

内
よ
り
九
名
の
受
講
者
が
集
ま
り
ま

し
た
。
先
づ
、
四
日
に
亘
り
私
共
の

為
に
時
間
を
割
い
て
戴
い
た
関
係
者

の
皆
様
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。講

義
の
内
容
は
、
当
然
で
は
あ
り

ま
す
が
基
礎
的
な
事
柄
が
多
く
を
占

め
て
お
り
、
そ
れ
故
に
大
変
勉
強
に

な
り
ま
し
ま
た
。
一
方
で
、
ハ
イ
ペ

ー
ス
な
部
分
も
あ
り
、
レ
ポ
ー
ト
で

苦
労
す
る
と
い
う
一
幕
も
あ
り
ま
し

た
。研

修
中
は
基
本
的
に
班
ご
と
に
役

割
分
担
が
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、

担
当
で
は
な
く
と
も
、
手
の
空
い
て

い
る
者
は
積
極
的
に
手
伝
い
を
買
っ

て
出
る
等
、
受
講
者
九
名
、
一
丸
と

な
っ
て
研
修
に
臨
む
事
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
為
、
初
め
て
顔
を
合
わ
せ

た
者
を
含
め
自
然
と
親
交
が
深
ま
り

ま
し
た
。
研
修
開
始
時
に
は
独
特
の

緊
張
感
が
あ
り
ま
し
た
が
、
苦
楽
を

共
に
す
る
事
で
、
研
修
終
了
時
に
は

か
け
が
え
の
な
い
仲
間
に
な
れ
た
と

思
い
ま
す
。

富
士
山
の
世
界
文
化
遺
産
の
登

録
、
更
に
は
、
二
〇
二
〇
年
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開

催
地
が
東
京
に
決
定
す
る
等
、
明
る

い
流
れ
が
来
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
今
後
、
私
共
も
自
身
の
奉
務
神

社
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
形
で
こ
れ

ま
で
以
上
に
日
本
に
関
わ
る
事
に
な

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
際
に
、

私
共
が
一
番
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
事

が
今
回
学
ば
せ
て
戴
い
た
、
神
職
と

し
て
の
在
り
方
だ
と
思
い
ま
す
。
未

来
の
神
社
界
、
延
い
て
は
惟
神
の
国

日
本
を
背
負
っ
て
い
く
者
の
一
人
と

し
て
、
受
講
者
八
名
の
仲
間
を
始
め

多
く
の
方
と
、
御
教
示
戴
い
た
事
を

胸
に
、
日
々
研
摩
に
励
ん
で
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
普
段
は
会
社
に
勤
務
し
て

お
り
、
お
祭
り
が
あ
る
時
だ
け
奉
仕

さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

初
心
に
返
り
一
つ
で
も
多
く
の
こ
と

を
学
ん
で
帰
り
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
し
た
。
研
修
会
の
中
で
新
た
に
学

ば
せ
て
頂
い
た
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
も
一
番
印

象
に
残
っ
た
の
は
、
敬
神
生
活
の
綱

領
の
講
義
で
す
。「
先
人
達
が
今
の

私
達
に
何
を
期
待
し
、
何
を
意
味
し

て
敬
神
生
活
の
綱
領
を
作
っ
た
の

か
」「
氏
子
・
崇
敬
者
の
方
々
に
こ

れ
か
ら
ど
う
接
し
て
い
け
ば
い
い
の

か
」
を
と
て
も
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
今
私
達
が
こ
う
し
て
平
和
に
生

き
て
い
ら
れ
る
の
も
先
祖
の
方
々
の

苦
労
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
と
思
い

ま
す
の
で
、
今
こ
う
し
て
生
き
て
い

け
る
と
い
う
こ
と
に
感
謝
し
、「
神

職
と
し
て
ど
ん
な
知
識
・
ど
ん
な
人

柄
を
得
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
」

を
常
に
考
え
、
日
本
の
素
敵
な
文

化
・
伝
統
を
残
し
て
い
け
る
よ
う
、

行
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
四
日
間
同
期
生
と
共

に
生
活
す
る
中
で
、
協
調
性
を
も
っ

て
周
り
に
合
わ
せ
て
行
動
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

私
は
神
職
の
方
々
と
接
す
る
機
会
が

少
な
い
の
で
、
神
社
の
様
々
な
お
話

を
聞
く
こ
と
や
相
談
す
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
は
、
と
て
も
貴
重
な
経
験

に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
同
期
生

と
切
磋
琢
磨
し
、
協
力
し
合
い
、
支

え
合
っ
た
こ
と
で
、
大
変
充
実
し
た

四
日
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。最

後
に
な
り
ま
す
が
、
講
師
の
先

生
方
、
事
務
局
の
方
々
に
は
、
お
忙

し
い
中
ご
指
導
頂
き
、
大
変
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
回
の
研
修

会
で
教
え
て
頂
い
た
こ
と
を
胸
に
、

明
き
清
き
直
き
正
し
き
ま
こ
と
の
心

を
以
っ
て
祭
祀
に
勤
し
み
、
日
々
精

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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山
神
社
　
禰
宜

濱
　
　
　
武
　
尊

建
岡
神
社
　
権
禰
宜

中
　
澤
　
聡
　
美

初
任
神
職
研
修
を
受
講
し
て 



暦
頒
布
始
祭
を
管
内
神
職
、
氏
子
総

代
全
員
参
集
の
も
と
斎
行
し
、
そ
の

後
会
議
の
折
り
に
、
こ
の
運
動
展
開

の
周
知
と
取
り
組
み
の
意
識
統
一
を

図
り
ま
す
。

運
動
期
間
は
、
十
一
月
十
日
か
ら

十
二
月
三
十
一
日
ま
で
と
し
、
支
部

内
一
斉
に
運
動
を
展
開
し
ま
す
。
又
、

各
運
動
へ
の
取
り
組
み
内
容
は
　

一
、
国
旗
の
掲
揚
は
、
管
内
神
社

は
じ
め
、
神
職
、
氏
子
総
代
全
員
が

先
づ
模
範
を
示
し
、
近
隣
各
戸
に
も

働
き
か
け
る
。

二
、
神
宮
大
麻
等
増
体
は
、
各
神

社
毎
に
全
戸
訪
問
を
徹
底
す
る
。

三
、
一
月
一
日
の
歌
合
唱
は
、
元

旦
祭
、
拝
賀
式
に
各
神
社
総
代
長
が

指
揮
を
取
り
合
唱
す
る
。

と
い
う
も
の
で
す
。

よ
い
成
果
が
挙
げ
ら
れ
る
様
、
支

部
一
丸
と
な
り
取
り
組
み
ま
す
。

し
・
所
作
の
す
ば
ら
し
さ
・
舞
台
の

雰
囲
気
に
一
同
感
動
を
覚
え
な
が
ら

総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

今
年
は
第
六
十
二
回
式
年
遷
宮
の

年
で
あ
り
、
こ
の
節
目
の
年
に
特
別

な
事
業
に
取
り
組
め
た
ら
と
考
え
、

首
題
の
運
動
展
開
案
を
　
五
月
開
催

の
支
部
定
期
総
会
に
提
案
し
た
と
こ

ろ
、
満
場
一
致
の
賛
成
に
よ
り
実
施

を
決
定
し
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は

一
、
祝
祭
日
に
は
国
旗
を
揚
げ
、

世
界
の
平
和
を
祈
り
、
国
家
の
隆
昌

を
祝
い
合
い
ま
し
ょ
う
。

二
、
年
末
年
始
に
は
神
宮
大
麻
と

氏
神
様
の
お
札
を
受
け
、
家
の
繁
栄

を
祈
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

三
、
元
旦
祭
、
拝
賀
式
に
は
『
一

月
一
日
』
の
歌
を
合
唱
し
、
国
家
、

郷
土
の
新
年
を
祝
い
合
い
ま
し
ょ

う
。の

『
三
合
お
う
』
運
動
で
す
。

運
動
の
日
程
に
つ
き
ま
し
て
は
、

十
一
月
九
日
に
、
支
部
の
神
宮
大
麻
、

を
志
し
て
、
現
在
は
能
楽
入
門
講
座

「
花
の
み
ち
し
る
べ
」
を
開
講
し
地

元
、
山
梨
に
て
能
楽
の
普
及
活
動
に

つ
と
め
る
ほ
か
多
方
面
で
活
躍
が
展

開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

平
素
は
能
楽
に
楽
し
む
機
会
も
少

な
く
理
解
も
薄
か
っ
た
け
れ
ど
も
講

演
を
戴
く
な
か
で
、
能
楽
の
所
作
や

仕
組
み
を
理
解
で
き
た
り
、
知
識
を

深
め
る
事
が
出
来
て
、
神
社
界
に
身

を
お
く
も
の
と
し
て
も
大
変
有
意
義

な
講
演
で
あ
っ
た
。

講
演
の
締
め
く
く
り
に
独
演
で
は

有
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
羽
衣
の
舞

を
舞
わ
れ
、
そ
の
声
量
と
身
の
こ
な

平
成
二
十
五
年
八
月
三
十
一
日
東

山
梨
支
部
定
期
総
会
並
び
に
神
宮
式

年
遷
宮
奉
賛
会
の
総
会
が
山
梨
市
民

会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
根
津
山

梨
県
神
社
庁
長
・
中
込
山
梨
県
総
代

会
長
の
ご
臨
席
を
賜
る
な
か
神
職
を

は
じ
め
総
代
各
位
の
会
場
い
っ
ぱ
い

の
出
席
の
も
と
厳
粛
の
う
ち
に
総
会

は
無
事
に
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
部
と
し
て
式
年
遷
宮
を
記
念

し
て
講
演
が
行
わ
れ
、
能
楽
の
源
流

「
神
へ
の
奉
納
」
と
題
し
て
、
講
師

観
世
流
能
楽
師
佐
久
間
二
郎
先
生
の

講
演
を
い
た
だ
き
会
場
は
水
を
打
っ

た
よ
う
な
静
け
さ
の
中
で
、
同
講
演

に
聞
き
入
っ
た
。

先
生
は
山
梨
県
出
身
で
、
山
梨
県

か
ら
は
武
田
信
玄
公
以
来
三
人
目
の

能
楽
師
で
貴
重
な
存
在
で
、
昭
和
四

十
七
年
甲
府
市
に
生
ま
れ
幼
少
の
頃

よ
り
能
楽
に
興
味
を
も
た
れ
能
楽
師
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支

部

だ

よ

支

部

だ

よ

り

 

支

部

だ

よ

り

 
東
山
梨
支
部

東
山
梨
支
部
で
第
六
十
二
回

伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮
記
念
講
演

東
山
梨
支
部
長

原
　
左
　
門

東
八
代
支
部

伝
え
合
お
う
、

日
本
の
心
運
動
へ
の
取
り
組
み

東
八
代
支
部
長

志
　
村
　
重
　
治
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平
成
二
十
五
年
七
月
二
十
八
日
の

任
期
満
了
に
伴
い
、
第
二
十
三
回
参

議
院
議
員
通
常
選
挙
が
、
七
月
四
日

に
公
示
さ
れ
七
月
二
十
一
日
に
投
開

票
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
神
政
連
の

会
員
並
び
に
関
係
者
の
皆
様
の
御
支

援
、
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、

神
道
政
治
連
盟
の
推
薦
す
る
比
例
区

有
村
治
子
候
補
と
地
方
区
森
屋
宏
候

補
が
揃
っ
て
当
選
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
皆
様
に
御
礼

申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
回
の
参
議
院
選
挙
を
振

り
返
っ
て
み
る
と
、
昨
年
末
の
衆
議

院
選
挙
に
続
い
て
自
民
党
が
勝
利
し

ま
し
た
。
自
民
党
か
ら
変
わ
っ
た
前

民
主
党
政
権
で
は
、
何
も
決
ま
ら
ず
、

何
も
せ
ず
、
只
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
だ

け
の
政
治
で
し
た
。
民
主
党
に
期
待

し
た
分
そ
の
反
動
が
大
き
か
っ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。
昨
年
の
衆
議
院
選

の
大
勝
の
後
の
今
回
の
参
議
院
で
の

結
果
に
よ
り
、
衆
参
の
ね
じ
れ
が
解

消
し
、
我
々
の
期
待
ど
お
り
の
状
態

と
な
り
ま
し
た
。
我
々
神
道
政
治
連

盟
の
国
会
議
員
懇
談
会
に
も
山
梨
県

よ
り
自
民
党
宮
川
典
子
、
堀
内
詔
子
、

中
谷
真
一
各
代
議
士
そ
し
て
無
所
属

の
長
崎
幸
太
郎
代
議
士
に
も
入
会
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
院
選
後
に

は
、
早
速
、
本
県
出
身
の
比
例
候
補
、

赤
池
誠
章
議
員
に
も
入
会
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
回
の
参
議
院
選
挙

に
お
け
る
比
例
候
補
と
し
て
神
政
連

で
は
、
有
村
治
子
氏
一
人
を
統
一
候

補
と
し
て
推
薦
致
し
ま
し
た
。
本
県

出
身
で
あ
り
、
神
政
連
山
梨
県
本
部

の
顧
問
で
も
あ
る
赤
池
誠
章
氏
も
県

本
部
と
し
て
推
薦
し
た
か
っ
た
の
で

す
が
我
々
の
力
不
足
の
為
推
薦
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
結
果
と
し
て
、
有
村
議
員
の
票
は

六
年
前
よ
り
四
百
七
十
票
ほ
ど
減
ら

し
ま
し
た
が
、
有
村
議
員
と
赤
池
議

員
両
氏
が
当
選
す
る
こ
と
が
で
き
、

全
国
的
に
み
て
も
神
政
連
国
会
議
員

懇
談
会
に
お
け
る
有
力
議
員
が
か
な

り
当
選
致
し
ま
し
た
。
森
屋
議
員
に

も
入
会
を
お
願
い
し
て
い
る
所
で

す
。
参
議
院
選
挙
の
公
示
の
七
月
四

日
よ
り
、
女
子
神
職
会
、
神
道
青
年

会
、
神
政
連
関
係
者
に
神
政
連
山
梨

県
本
部
と
し
て
毎
日
交
替
で
出
席
し

て
電
話
作
戦
、
又
事
務
所
へ
の
お
手

伝
い
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

衆
参
の
ね
じ
れ
が
解
消
し
た
今
、
安

倍
首
相
は
是
非
共
我
々
の
目
指
す
国

づ
く
り
、
経
済
の
発
展
な
ど
様
々
な

課
題
を
克
服
し
て
誇
り
を
持
っ
て
子

孫
に
残
せ
る
国
づ
く
り
を
期
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

渡
　
邊
　
平
一
郎

神
道
政
治
連
盟
山
梨
県
支
部
　
幹
事
長

参
議
院
議
員
選
挙
を
終
え
て

「神殿新嘗祭」  「顧問・参与会」 

「神宮初まいり」  

 初穂を供え、今年一年の収穫の感謝と喜びを神々
に報告する「新嘗祭」。恒例による神事を下記に
より斎行致しますのでご参列下さい。 

記 
１、日　時　平成25年11月12日貂　午後３時 
２、場　所　山梨県神社庁神殿 

　神職身分二級以上の神職で構成されております
神社庁顧問・参与会第21回例会を下記により開催
致します。 

記 
１、日　時　平成25年12月10日貂　午後３時 
２、場　所　ホテル談露館 

「新穀感謝祭」 

　我が国の御親神、心のふるさとと仰ぐ「お伊勢
様」。本年は大御神にお遷りいただいたばかりの
新宮での参拝という貴重な機会です。この尊い機
会に、日本人としての「こころ」を振り返ってみ
ませんか。 
　本年も多くの皆様のご参列を得て、奉賛の喜び
を共に致したく存じます。 

記 
１、日　時　平成25年11月19日貂～20日貉 

20日貉～21日貅 
　　　　　　　　　　　　　　　（一泊二日） 
２、神宮では御垣内にて特別参拝、神楽殿での御
　　神楽の奉奏が執り行われ、「干支の飾り皿」
　　が参拝記念として撤下されます。 
３、宿泊ホテル、二日目の行程、参加費は支部に
　　よって異なります、支部役員・神社宮司にお
　　尋ね下さい。 

　毎年恒例となりました神宮初まいりの旅を下記
の日程で行います。今回は参宮の後、九州国立博
物館にて開催の「国宝 大神社展」に合わせ九州に
参ります。 
　多数の皆様にご参加いただきますようご案内申
し上げます。 

記 
１、日　時　平成26年１月21日貂～23日貅 
　　　　　　　　　　　　　　（二泊三日） 
　　一日目…山梨各所→両宮御垣内特別参拝 
　　　　　　小牧空港→福岡空港　　　博多泊 
　　二日目…博多観光・太宰府天満宮正式参拝 
　　　　　「国宝 大神社展」拝観　別府温泉泊 
　　三日目…別府観光 
　　　　　　大分空港→羽田空港→山梨各所 
２、参加費　決定次第、ご案内致します。 

今
後
の
予
定 
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一
、
参
　
進

午
後
六
時
の
大
三
鼓
を
合
図
に
、

奉
仕
の
諸
員
が
内
宮
斎
館
【
外
宮

斎
館
】前
庭
よ
り
参
進
致
し
ま
す
。

参
進
の
列
は
、先
ず
勅
使
の
御
列
、

次
の
神
宮
祭
主
・
大
宮
司
・
少
宮

司
以
下
百
数
十
人
に
及
ぶ
奉
仕
員

の
列
が
続
き
、
松
明

し
ょ
う
み
ょ
う

の
明
か
り
に

照
ら
さ
れ
て
参
道
を
進
み
ま
す
。

二
、
対
揖

た
い
ゆ
う

勅
使
修
祓

し
ゅ
ば
つ

第
二
鳥
居
に
於
い
て
勅
使
の
御
列

と
祭
主
・
大
宮
司
・
少
宮
司
以
下

の
列
と
が
参
道
の
両
側
に
相
対
し

て
対
揖
、
勅
使
の
修
祓
の
儀
が
行

わ
れ
ま
す
。

三
、
太
玉
串

ふ
と
た
ま
ぐ
し

行
事

玉
櫛
行
事
所
に
向
か
い
、
御
垣
内

参
入
に
先
立
っ
て
勅
使
、
勅
使
随

員
、
祭
主
、
大
宮
司
、
少
宮
司
、

禰
宜
が
そ
れ
ぞ
れ
両
手
に
太
玉
串

を
執
っ
て
正
宮
御
垣
内
に
向
か
い

ま
す
。
そ
し
て
諸
員
が
中
重

な
か
の
え

の
石い

し

壺つ
ぼ

に
著
版
、
ま
ず
太
玉
串
を
納
め

る
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

四
、
勅
使
御
祭
文

ご
さ
い
も
ん

奏
上

勅
使
及
び
祭
主
・
大
宮
司
・
少
宮

司
以
下
諸
員
が
中
重
の
版
を
起
ち

内
院

な
い
い
ん

に
参
入
し
、
勅
使
が
御
祭
文

を
奏
せ
ら
れ
ま
す
。

五
、
御
正
殿
開
扉
　
召
立

め
し
た
て

大
宮
司
、
少
宮
司
に
よ
っ
て
御
正

殿
の
御
扉
が
開
か
れ
、
祭
主
以
下

が
殿
内
に
候
し
、
正
殿
、
神
殿
の

殿
内
を
整
え
、
正
殿
前
で
は
奉
仕

の
順
番
に
名
前
を
告
げ
ら
れ
、
次

第
に
よ
っ
て
渡
御

と

ぎ

ょ

の
列
次
が
整
え

ら
れ
ま
す
。

六
、
鶏
鳴

け
い
め
い

出
御

し
ゅ
つ
ぎ
ょ

所
役
の
宮
掌
が
瑞
垣
御
門
に
て
鶏

鳴
三
声（
皇
大
神
宮
は
カ
ケ
コ
ー
、

カ
ケ
コ
ー
、
カ
ケ
コ
ー
豊
受
大
神

宮
は
カ
ケ
ロ
ー
、
カ
ケ
ロ
ー
、
カ

ケ
ロ
ー
）
を
奉
仕
し
正
八
時
、
勅

使
神
前
に
進
み
謹
み
て
出
御
を
奏

請
せ
ら
れ
ま
す
。

こ
こ
に
神
儀
は
静
々
と
御
正
殿
を

出
御
あ
ら
せ
ら
れ
、
絹
垣

き
ん
が
い

の
内
に

入
ら
せ
ら
れ
て
御
道
敷
の
白
布
の

上
を
新
殿
へ
と
お
渡
り
に
な
り
ま

す
。

御
列
が
進
ま
せ
ら
れ
る
に
し
た
が

っ
て
庭
燎
は
す
べ
て
打
ち
消
さ

れ
、
浄
闇
の
中
、
楽
長
、
楽
師
に

よ
る
道
楽
の
調
べ
の
中
、
前
陣

後
陣
と
威
儀
を
正
し
厳
か
に
新
宮

へ
と
向
か
い
ま
す
。

七
、
入
御

じ
ゅ
ぎ
ょ

閉
扉

神
儀
静
々
と
新
殿
に
入
御
あ
ら
せ

ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
前
陣

後

陣
の
御
装
束
神
宝
が
次
第
に
殿
内

に
奉
納
せ
ら
れ
、
全
て
が
整
い
大

宮
司
、
少
宮
司
が
御
扉
を
閉
じ
奉

り
ま
す
。

八
、
勅
使
御
祭
文
奏
上

勅
使
が
御
祭
文
を
奏
せ
ら
れ
ま
す
。

九
、
拝
礼
　
退
出

諸
員
中
重
に
退
き
、
奉
拝
八
度
拍

手
両
端
（
八
度
拝
）
の
拝
礼
を
行

っ
て
御
垣
内
を
退
出
致
し
ま
す
。

十
、
荒
祭
宮
【
多
賀
宮
】
遙
拝

よ
う
は
い

退
下

勅
使
以
下
、
祭
主
・
大
宮
司
・
少

宮
司
以
下
諸
員
、
荒
祭
宮
【
多
賀

宮
】
を
遙
拝
の
上
斎
館
に
退
下
。

遷
御
の
儀
が
全
て
終
了
致
し
ま
す
。

表
紙
写
真
説
明

遷
御
の
儀
　
次
第
　
概
略

皇
大
神
宮
　
平
成
二
十
五
年
十
月
二
日
　
午
後
八
時

豊
受
大
神
宮
　
平
成
二
十
五
年
十
月
五
日
　
午
後
八
時

※
【

】
内
は
豊
受
大
神
宮


